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建築士会全国大会 北海道大会 青年委員会

【セッションプログラム（主旨説明含む）】

建築士会に求められる、公益性に対する基幹事業のひとつとして全国の地域実践活動があげら

れます。この活動は職能で得た専門知識を地域に還元すると共に、建築士（会）が地域社会や市

民・学生とつながる役割を担っています。

青年委員会セッションとして実施する地域実践活動報告では、全国 47 単位士会の活動の中から

各ブロック青年建築士が推薦する秀逸な活動事例を紹介します。日頃の活動を発表者や全国の仲

間達と共有し、活動のさらなる発展、波及、研鑽、相互理解などの可能性を探ります。

参加者の皆様には賞の選考にもご協力していただきます。優秀な活動に投票していただき、最

優秀賞、優秀賞を大会式典にて表彰致します。建築士会の活性化に向けた次の一歩となりますよ

う、多くの建築士のご参加をお待ちしています。

日 時：令和元年 9 月 21 日（土）9:30～12:30 
場 所：函館アリーナ 1F 武道館 A 
対 象：全国の青年建築士及び青年建築士の活動に興味のある全国の建築士

テーマ：地域実践活動報告

9：00～ 受付 
9：30～ 開会挨拶 （公社）日本建築士会連合会 青年委員会 委員 小野澤 裕子 
9：35～ 全体説明 （公社）日本建築士会連合会 青年委員会 委員   伊藤 憲吾 
9：40～ 全体発表「地域実践活動報告」 

① 東海北陸ブロック  静岡  秋山 貴 『建築フェスタ』

② 近畿ブロック  京都  原 利行   『KAR ～Kyoto Archi Rally～』 
③ 九州ブロック  長崎  森岡 実 『平和と歴史を語り継ぐまち』

④ 北海道ブロック 北海道 朝倉 友和  『青年建築士の集い in 厚真町』 
⑤ 中四国ブロック  高知  北山  めぐみ 『土佐幕末の芝居絵屏風・絵金文化の継承』

⑥ 関東甲信越ブロック 埼玉 畔上 順平  『くむんだーで「やま」と「まち」をつなぐんだー』

⑦ 東北ブロック   岩手  谷地 裕貴  『大澤家住宅保存活用に向けた調査事業』

10：35～ 休憩（10 分） 
10：45～ テーブルディスカッション 
11：30～ 休憩（10 分）※投票開始 
11：40～ パネルディスカッション 
12：10～ 全体講評 （公社）日本建築士会連合会 青年委員会 委員長   川嶋 和之 
12：15～ 投票結果発表 
12：25～  閉会挨拶 （公社）日本建築士会連合会 青年委員会 副委員長 寺澤 彰訓 
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建築士会全国大会 北海道大会 青年委員会

【連合会青年委員会の活動紹介】

連合会青年委員会の 11 名の委員で、主に下記イベントを企画運営や連合会青年委員会独自に情

報収集及び配信（ホームページ、メール他）を行い、47 都道府県の青年委員会又は青年部会（以

下「青年委員会」と言う。）の情報交流や活動成果の発表の場の提供を行っています。

◆地域実践活動表彰

全国の青年建築士が関わる地域実践活動において、活動内容及び発表が優れており、全国の青

年建築士の手本となり得る活動事例を、全国大会の式典の場で表彰しています。

◆全国大会青年委員会セッション

全国大会青年委員会セッションは、47 都道府県の青年委員会の主要な取組みや連合会青年委員

会の委員が着目している活動を全国の建築士会会員に知って貰う場として企画運営しています。

日頃からの建築士・建築士会会員と地域との連携、地域密着型の各種事業開催を通じ、建築士

の存在意義を伝えると共に、地域の方々と一緒に建築に関する問題点を共有し協議する。各ブ

ロックでの優れた活動を代表者に発表頂き、多くの方に聴講頂く事業企画としております。

◆全国建築士フォーラム

全国大会前日に集まって酒を酌み交わしている青年建築士が多かったことから、全国の青年建

築士が集まってざっくばらんに意見交換の出来る場として、平成 21 年の全国大会やまがた大会

前日に「全国青年建築士フォーラム」を開催し、その後全国大会前日に継続開催しています。

第 1 回 全国青年建築士フォーラム 山形 「建築界を元気にする第一歩」

第 2 回 全国建築士フォーラム in 佐賀   「地域連携から建築士を考える～その先の建築士（会）へ」

第 3 回 全国建築士フォーラム in いばらき 「災害から学ぶ建築士の役割 ～絆から興へ～」 

第 4 回 全国建築士フォーラム in 島根   「あつまれ建築士！ ～つながる地域実践活動発表会～」

第 5 回 全国建築士フォーラム in ふくしま 「地域実践活動発表会 ～見える・魅せる建築士会～」 

第 6 回 全国建築士フォーラム in 石川   「あつまれ！青年建築士 ～魅力ある未来社会につなぐ地域実践活動～」

第 7 回 全国建築士フォーラム in 大分   「魅力ある未来社会へ ～行動しなければ何も変わらない～」

第 8 回 全国建築士フォーラム in 京都 「『人+まち+建築士』～周知する事の重要性、周知の仕方や方法を学ぶ～」 

第 9 回 全国建築士フォーラム in さいたま 「僕らが考える 明日、10 年後の建築士」 

第 10 回 全国建築士フォーラム in 北海道 「未来を切り開く情報発信能力の向上を！」

今年の全国大会北海道大会では、平成 31 年 3 月に開催された全国青年委員長会議にて決定した

我々青年建築士が目指すアクションプランの一つである「若手建築士による建築士会活動の発

信を促し、未来をつくる」を基に、情報発信ツール活用の取り組み方について企画致しました。

楽しみながら情報発信能力の向上を図ることを目的とし、函館の新たな魅力の発見と情報発信

の実践の場として「青年建築士式 函館路面電車サイコロの旅」を行います。

◆全国青年委員長会議

全国青年委員長会議は、47 都道府県の青年委員長又は青年部会長（以下「青年委員長」と言う。）

が一堂に会し、各都道府県の青年建築士のリーダーとしての研修や情報交換、交流などを行う

場として例年３月初旬に開催しています。

平成 26 年度 『魅力ある未来社会へ』～行動しなければ何も変わらない～ 平成 27 年 3 月 7 日（土）・8 日（日） 

平成 27 年度 『次世代につなげる』～建築（士）の魅力をアピール×全国一斉アクション～ 平成 28 年 3 月 5 日（土）・6 日（日） 

平成 28 年度 『目からウロコ！建築士の職能を活かす活動』 平成 29 年 3 月 4 日（土）・5 日（日） 

平成 29 年度 『なぜ、建築士会なのか？』～青年委員会の方向性とあるべき姿～ 平成 30 年 3 月 3 日（土）・4 日（日） 

平成 30 年度 『僕らが考える 明日、10 年後の建築士』～行動計画編～ 平成 31 年 3 月 2 日（土）・3 日（日） 
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

記入しないでください

それでもせっかく建築士会に入っているのだから活動を通してもメリット　すなわち仕事将来に結びつくことがあってもいい

後援　三島市

100,000～150,000

も並行に実施して楽しく留まっていただき、目的もってこられる方以外の方も立ち寄ってもらえ建築士会という団体を

〈活動の経緯〉

〈活動目的〉

〈活動内容〉

なので、実績のある図面、模型を展示。昨年は世に出て来れなかった建築作品（ボツ作品）の図面、模型を展示。

とにかく知ってもらう。　　　建築士会・・世間ではあまり知られていないので。

開催場所は三島駅周辺の人通りが多い場所で実施！（今年度もやります）

木工体験（かんなけずり、継手接続体験、測量体験、などを同時開催。　　展示物積極的にｱﾋﾟｰﾙできるチャンス

とにかく継続開催をして建築の相談のほか、見て　触って　体験してもらい住まいの事、建築士会の事を知ってもらう

に相談いたします。といった具合に将来的に仕事につながればいいな～・・と。　真面目に言えば建築士会の建築なんでも

相談会。でもやれることはすべてやるとの事から大人に限らず子供向けイベントも同時開催。ペーパークラフト、木工教室

発表者写真

発表者：秋山　貴

『建築フェスタ』単独開催にこだわり全力で建築士会ＰＲ！！

基本ベースはやはり相談窓口。新築、リフォーム、耐震あたりが鉄板。住まいの事につながるイベントとして収納ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

の講演、性格診断の開催。当然お子様連れの方にも楽しんでもらえるようペーパークラフト（紙での住宅模型製作）

のでは・・　　建築相談会・・？　　リフォーム相談会・・？　　○○教室・・？

やれる事はとにかくやってみよう！　イベント名は・・そうだ！『建築フェスタ』にしよう

100～150人/年

東部ﾌﾞﾛｯｸ青年企画委員会

お住まいの事ならどんな相談でも、どんな場面でも相談できちゃいます。無料で・・イベント後連絡をもらえるよう一所懸命

５年前～現在

一言で建築士会員と言っても多業種の集まり。設計、大工、設備、土地家屋調査士、現場監督、クレーン運転手など・・

『何のために建築士会に入会しているのか・・　はたして自分たちのためになっているのか・・』

5年前、委員会で次年度事業計画の話し合いでの一コマ。　ＰＲ活動・・→やっている。子供向けのイベント・・→やっている。

決して上記の活動がダメだとは思わない。ただなんとなく物足りない・・・→ただ自己満足で終わっているのではないか。

話し合いはつづき、『建築士会に入会して何らかのメリットはかんじているのか・・？』メリットは自分で作るもの・・当然・・

東海北陸ブロック� （公社）静岡県建築士会

『建築フェスタ』 
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

一方で、建築を学ぶことのできるイベントは都市圏に比べてまだまだ少ないのが現状です。

これらを踏まえた結果、下記の目的を掲げました。

目的３：京都府建築士会の活動を周知する機会とすることで、会員増強へとつなげること

記入しないでください

＜コンテンツ1＞　スマホを使ったスタンプラリー

・テーマを「美術館」として、京都府内の建築の中から選定（一部京都建築賞関連の作品を含む）

・スマホアプリ「こことろ」を利用して、選定したポイントを登録（達成条件：計17箇所の内、6箇所以上）

目的１：京都府内の様々な建築のことを知って、訪れて、体験する機会を増やすこと

〈活動の経緯〉

〈活動目的〉

発表者写真

発表者：原　利行

参加者：102人

本会 青年部会

・スタンプラリー達成者を無料招待とし、スタンプラリーイベントの締めくくりとして実施

〈活動内容〉

・実施期間：2018年10月9日～11月26日　　参加者はアプリ上のマップを見ながら建築を見て回る

2018年～

・京都市美術館の改修設計をされた青木淳氏をゲストに迎えて、「美術館」について講演

対　象：京都で建築を学ぶ学生、京都を訪れて建築を学ぶ建築士など

目的２：体験した建築について、設計者である建築家から直接学べる機会をつくることで、

　　　　　京都で建築を学べるイベントをさらに増やすこと

全国共通の課題でもある建築士会員の減少が京都府においても同様に起こっています。

特に20～30代の若手会員が少なく、会員増強の対策を検討する必要がありました。

また、京都には大学や専門学校が多くあり、たくさんの学生が建築を学んでいます。

さらに、京都には素晴らしい古建築や近現代建築が多数存在しています。

後援：京都府、京都市

支出：約62万円

＜コンテンツ2＞　建築家 青木淳 講演会

近畿ブロック� （一社）京都府建築士会

『 KAR ～ Kyoto Archi Rally ～ 』
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

記入しないでください

・平和公園地区のサイン・回遊ルート・商店街のまちなみなどの課題の整理や将来イメージの共有。
・平和公園地区のコンセプトの策定。ﾒｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄ：「平和と歴史を語り継ぐまち」
　ｻﾌﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ：「教会と川と緑が活きる景観」、「安心して楽しく散歩や買い物ができる環境」、「歴史を学び祈りと交流の場」
・市民ワークショップ、フィールドワークの開催（Ｈ26　7回、Ｈ27　5回、Ｈ28　5回、Ｈ29　3回　計20回開催）。
・ワークショップの経過の周知と、地元の機運を高めるため、ニュースレターを発行・配布（Ｈ26～29　年3回程度発行）。
・平和公園地区周辺道路の歩道の舗装パターンや車止めのデザイン、プランター設置活用及び誘導案内ルートの提案。
・平和公園地区のまちなみのデザインを明確にすることを目的に、理想のまちなみや通りのコンセプトを決定し、イメージパー
スを作成。
・浦上天主堂に隣接する天主公園を地域の核とするため、市民ワークショップを開催し、長崎大学と協働して計画案を策
定。模型やイメージパースを用い、公園利活用の社会実験として夏祭りや、地元小学校への出前講座を開催し、アンケート
を実施。また、市民公開プレゼンテーションを開催し、多世代からの意見を収集。これらのアンケート結果や意見などを元
に、天主公園整備計画へ反映（令和元年度：整備完了予定）。

【Ｈ22～25】
・地元商店主と建築士会が、まちなみ整備による、まちの活性化を目的として継続的に勉強会を実施。
・「浦上天主堂通りまちなみ活性化協議会」を設立。
【Ｈ26～29】
・長崎県建築士会が長崎市景観整備機構として、長崎市より「平和公園地区ワークショップ運営等業務」を受託。長崎支部
が担当となり、「アンジェラスの鐘が聞こえるまちの未来をわくわくしながら実現させる会」を発足。
・建築士会が実施主体となり、平和公園地区の商店街組合、周辺自治会、近隣住民、大学、市民団体等が参画し、同地
区内の活性化のため、市民参加型ワークショップを開催。
・地域の歴史の学習、地域課題の洗出し、コンセプトの策定、天主公園通りまちなみ形成、周辺道路整備のデザイン提案、
公園整備の計画提案。
【Ｈ30～現在】
・天主公園整備基本設計・実施設計に関する市、大学、地元との調整。

〈活動成果〉

平成22年から継続中

長崎市,長崎大学,他5団体

合計約165万円(H26～29）

活動写真等、張り付け欄（何枚でも可。セル内でレイアウトする事）

〈活動の経緯〉

〈活動目的〉

　平和公園地区は、二十六聖人のみちゆきや潜伏キリシタンが信仰を受け継いだ信徒発見の歴史が存在し、また、原爆被
害の中心となった地域である。平和公園と浦上天主堂の中間に位置する平和町商店街は、組合員数の減少、空き店舗の
増加、歩行者通行量の減少といった問題点を抱えていた。そこで、地元商店主・自治会・建築士会が中心となってまちのコ
ンセプトを創り、まちなみの形成や周辺道路・公園の整備などにより、まちの活性化を図ることを目的とした。

発表者写真

発表者：森岡　実

645人 （Ｈ26～29）

長崎支部　青年部

九州ブロック� （一社）長崎県建築士会

『平和と歴史を語り継ぐまち』　〜平和公園地区まちづくり活動の記録〜
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

構成にあうように

プルダウンを選択

記入しないでください

福祉協議会の担当者様からは「大きな余震でフラッシュバックを起こした子もいたが、みんな笑顔

〈活動内容〉

ンターでは地域の子ども達42名が「マイはしづくり」に参加しました。子ども達は友達や会員と楽

　5つの仮設団地の8世帯を対象に玄関ステップの拡幅や収納棚の取付をおこない、ボランティアセ

北海道技能士会

170,000円

　昨年11月27日に厚真町を初めて訪問してから厚真町社会福祉協議会と協議を重ね、住民の要望を

〈活動の経緯〉

〈活動目的〉

平成30年9月6日　午前3時7分に北海道の胆振地区を震源とするマグニチュード６．７の地震があり、

北海道全域でブラックアウトという未だ経験したことのない災害となりました。災害が大きかった

厚真町という人口 5,000人にも満たない地域では北海道史上最大の震度７を記録し、多くの地域で

土砂災害や建物崩壊などの地震被害があり、我々が今出来ることを考え、被災地に対し微力ながら

災害ボランティア活動をおこなうこととしました。

発表者写真

発表者：朝倉友和

成功をおさめることができました。勇気を持ち、新しい事に挑戦した結果、「仲間が集うチカラ」

した。

を改めて感じることができた活動となりました。

聞き取り、図面を作成・木材の加工等を経て、5月11日に実施となりました。

　建築士会から62名、技能士会から8名の参加をいただき総勢70名でのボランティア活動となりま

132名

北海道建築士会

行うこととし、対内的には仲間が集い地元を支援することで「建築士会で今出来ること・仲間が集

になってよかった。出来れば継続的な支援を是非お願いしたい」と嬉しい言葉も頂きました。

　災害ボランティア活動は初めての試みで、不安な要素もある中での実施となりましたが、無事大

2018.11.27～2019.5.11

しく談笑しながら「マイはし作り」に没頭し、オリジナルの箸を完成させていました。厚真町社会

　厚真町ボランティアセンターの要望を聞き取り仮設住宅の不便解消と、子ども達への心の支援を

うチカラ」を再認識する事業とする。

『青年建築士の集いin 厚真町』　～仲間が集うチカラ～

北海道ブロック� （一社）北海道建築士会
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

プルダウンを選択

記入しないでください

［文化継承の担い手発掘］

　2014年11月に「絵金のまち・赤岡町家再生活用プロジェクト」を立ち上げ、赤れんが商家の修繕ワークショップやコミュニ

ティカフェ、演劇等を実施してきた。しかし、地域文化を継承していく上では住民が主体となることが望ましいと考え、2017

年5月に地域の住民たちが運営を担う「すてきなまち・赤岡プロジェクト」として再スタートした。

 また、地域外のメンバーが多く携わっていることや、地域で当事者意識をもってもらうため、広報誌「あかおかわらばん！」

を毎月発行。赤岡町約1千世帯に配布するほか、ホームページに掲載するなど、広く情報発信を行っている。

　持続的に建物を活用していくとともに、赤れんが商家のみならず屏風絵を飾ることのできる町家の保存活用も重要なミッ

ションであることから、事業計画の検討を行い、新たな町家の保全活動も取り組み始めた。

活動写真等、張り付け欄（何枚でも可。セル内でレイアウトする事）

〈活動の経緯〉

〈活動目的〉

発表者写真

発表者：北山めぐみ

延べ約1500人

青年委員会/女性委員会

〈活動内容〉

2014年11月～継続中

高知高専 他8団体

110万円/年

［衰退する土佐絵金文化］

　高知県内20以上の地域において、夏祭りにおどろおどろしい屏風絵を飾る風習があったことをご存知だろうか。

　土佐藩山内家のお抱え絵師であった弘瀬金蔵（通称・絵金）は、贋作の疑いにより城下を追放されたのち、町絵師とし

て民衆に喜ばれる芝居絵屏風を数多く残した。屏風絵は娯楽・魔除けとして神社の境内などに飾られ人々に親しまれてき

たが、現在ではそうした祭礼を行う地域も10カ所にまで減少している。

　香南市赤岡町では唯一、町家の軒下に屏風絵を飾る形態を取り、「土佐赤岡絵金祭り」を通してより多くの人々に見ても

らおうと、絵金を核としたまちづくりに取り組んできた。しかし、町家の老朽化や取り壊し、住民の高齢化によって祭りは様

変わりしつつある。絵金文化の継承、とりわけ赤岡町では祭礼装置としての町家の保全・活用が課題となっている。

［絵金文化の継承に向けて］

　2013年冬、かつて芝居絵屏風が飾られた初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の解体が計画された。着工直前に地域

住民たちが所有者に願い入れ奇跡的に解体を免れたが、修復・活用に向けた手立てを講じることが困難であった。

 そこで、赤れんが商家の保全・活用をきっかけとして高知県建築士会・高知高専が中心となり、次の3つを活動目標に定

め、再生に向けた活動を開始した。

　①  赤岡町の町家の保存活用を通した絵金文化の継承

　②  町家の改修プロセスを通した伝統的建築文化の普及

　③  まちづくりに寄与する人育て、技術者育成

中四国ブロック� （公社）高知県建築士会

『土佐幕末の芝居絵屏風・絵金文化の継承』　〜赤岡
ま ち や

町家再生活用プロジェクト〜
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

記入しないでください

〈活動内容〉

発表者写真

発表者：畔上順平

木製ジャングルジムが完成します。 

　　　このワークショップを通じて、子供達にはものづくりの楽しさと地道な作業の先に完成する達成感を味わって貰っています。

モヤモヤしながら手段を模索している最中に始まったのが埼玉建築士会のメンバーも所属する木の家ネット・埼玉で取り組み

はじめた木組みのジャングルジム「くむんだー」でした。 

150人/年

越谷支部青年部

の愛称です。スケールは一般住宅の約1/2のサイズでつくられています。住宅の建て方同様、はじめに柱を何本か建て、

ヘルメットをかぶり、腰袋を付け、木槌を使い、大工さんになりきって貰いながら、集中した地道な作業が続きます。

最初はグラグラではありますが、何本もの貫を通し、楔て固゙める事で、驚くほど頑丈な子供達がよじ登ってもビクともしない

２０１６年〜

楽しく学んで貰っています。我々の活動は県産材と伝統的木造建築の魅力を伝え、地域の価値を上げると共に、

　　木組のジャングルジム「くむんだー」は木造伝統的構法を応用し、柱と貫と楔だけで組み立てた木製玩具(ジャングルジム)

その間に縦方向、 横方向から貫を挿していきながら、立体の格子を作っていきます。子供達には1回あたり45分〜1時間

程度のワークショップの中で組立ー完成ー解体の全ての工程を体験して貰います。我々建築士がサポートしながら

　　建築士の社会的役割のひとつとして、「社会の発展を目指した指導者」としての役割があります。 

これまで埼玉県の風土・地域特性を活かした地域発展の観点から、いわゆる川上と川下(西部山林エリアと東部住宅エリア)

を繋ぎ、県内林業の活性化、県産材の利用促進、木造技術の維持向上を目指した様々な活動を行ってきました。 

しかしそこには一般消費者との意識レベルの乖離や画一的な伝達手段に頼った表現方法によって、大切な事が伝えられない

ジレンマがありました。 いかに多くの消費者に知っていただけるのか、関心を持っていただくにはどうしたら良いのか、

「くむんだー」木のｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ協会他

8万円/年

じつくり方であること 6 伝統的な構法は環境にも優しく次世代型であることなど、展示や講演会では伝えにくかった話を

活動写真等、張り付け欄（何枚でも可。セル内でレイアウトする事）

〈活動の経緯〉

近年、全国「くむんだー」木のジャングルジム協会が発足し、現在では健全に「やま」と「まち」を繋ぐ活動に発展しています。

〈活動成果〉

良い香りで触りごごちがいいこと4 埼玉県の木を使う事は子どもの成長環境にもいいこと 5 くむんだーは清水寺の舞台と同

将来の建築士や大工が増える事も期待しています。そして一番のターゲットである、保護者の皆さんには、子供達を見守り

ながら、1 埼玉県は優良な木材産地であること　2 埼玉県の山にはすぐに使える材料がたくさんあること 3 埼玉県の木は

関東甲信越ブロック� （一社）埼玉建築士会

『くむんだーで「やま」と「まち」をつなぐんだー』
埼玉県産材を使った木組みのジャングルジムワークショップ
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■所属団体

■活動期間

■活動人数

■活動予算

■協力団体

　■概要

記入しないでください

当久慈広域には忘れ去られようとしている歴史的建築物が多数存在しています。

　 今後もこの活動を糧に調査・保存活動の継続することが重要と考えます。活用（改修）についての問題は、

改修費用について正確な積算が難しいことがあげられます。

　 入念な現地調査と詳細な実施設計、特にも必要な大工手間の積算に十分な時間をかけて慎重に検討する

ことが重要であると考えます。

いかない場面も多々ありましたが、試行錯誤のすえ最後まで作り上げることが出来ました。

　 各委員にとって大変貴重な体験・経験となりました。

　 今回の調査事業を通して改めて古民家の魅力を発見して再認識した委員もいました。

　 この事業は、平成２９年の７月から開始し、現地調査と設計協議を述べ８回、模型製作に半年。約一年間の

時間を費やして実施してまいりました。

　 現地調査では、埃まみれになりながら小屋裏に登り、模型製作では部材同士が噛み合わないなど、思うように

 　大澤家については、以前から実施している「住まいの傾向調査事業」において歴史的文化価値のある

建築物として認識していました。

　 当主の大澤様から、保存活用に継げるべく相談協力してほしいと要望をうけました。

 　当建物を調査することにより、具体的な保存活用方法の提案を考え、「建築士として共に研鑽する活動事業」

として実行するという結論を見出しました。

１３人

久慈支部青年部

〈活動成果〉

H29.7～H30.12

大澤キミ子(六代目当主)

８５．９万

活動写真等、張り付け欄（何枚でも可。セル内でレイアウトする事）

〈活動の経緯〉

〈活動内容〉

発表者写真

発表者：谷地　裕貴

㈱ホリコシ(模型製作協力)

東北ブロック� （一社）岩手県建築士会

大澤家住宅保存活用に向けた調査事業
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　　公益社団法人　日本建築士会連合会
　　　　　　〒108-0014　東京都港区芝5-26-20　建築会館５階　Tel：03-3456-2061

（公社）日本建築士会連合会青年委員会　活動紹介

・全国建築士フォーラムの企画運営

全国大会は、全国の建築士が一同に集まる唯一の機会です。これに合わせて、
会員同士が意見交換でき、また、議論できる場を構築しています。
青年女性建築士会員が感じる建築業界のこと、建築士会のことを大会前日より集まり、
建築士会の仲間として話しあいます。各ブロックでの活動情報共有、仕事の悩みなど
個人では解決できない諸問題も同年代が集まることにより解決することもあります。
青年は青年らしく。楽しみながら大会前夜を盛り上げます。
大会に参加される方は、是非前日入りしてご参加ください。

・全国大会青年委員会セッションの企画運営

各ブロックより選出されました、地域実践活動発表会。青年女性建築士による、
地域の活性化と建築士会の活性化、建築士の周知を目的とした日々の活動を
全国の建築士会員の皆さんに披露いたします。
日々試行錯誤しながら展開される建築士会活動を一同に発表いたします。
これからの建築士会活動の一助となる、情報共有をお楽しみください。

・アワード表彰、活動報告展示

全国大会では、優れた地域実践活動に対する表彰（アワード）を行います。
また、例年同様私たちの活動報告展示をいたしますので、是非ご覧ください。
所属する建築士会（ブロック）での様々な活動を知って頂き、何かの気付きに繋がる
ことを期待します。

・全国青年委員長会議の開催方法の検討及び調整

全国の青年女性委員長が参加する全国青年委員長会議企画、運営を行っています。
各地域での問題を全国の問題として提案し協議する。また青年女性委員長としての意識を共有し、これからの建築士会を担う
人材育成を行います。

・ＨＰやSNS等による情報公開（連合会青年ＨＰの運営）

http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/seinen/index.htmlにアクセスし、
全国の青年の動向をご覧ください。
ＨＰやSNS等を通じ、全国各地 単位士会青年委員会について、近況報告・情報発信
をおこなっていきます。

・ブロック、単位士会事業の情報収集～公開と発信

全国の青年委員会から活動報告や意見収集をおこない、ＨＰやメーリングリストを通じ、
情報公開と発信をおこないます。
引き続き収集へのご協力をお願いいたします。

１）全国青年建築士フォーラム、全国大会交流セッションの企画・運営

２）全国青年委員長会議の企画・運営

３）青年活動の情報収集並びに公開と発信





女性委員会セッション
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建築士会全国大会 北海道大会 女性委員会

 
第６２回建築士会全国大会「北海道大会」女性委員会セッション 

和の空間の魅力を探る・・・ふたたび 
「魅力ある和の空間ガイドブックＷＥＢ版」の活用 

 
日 時 ： 令和 元 年９月２１日（土）１０:００～１２:００ 
会 場 ： 函館アリーナ１階 スタジオＢ 

 
■主 旨 
ライフスタイルが多様化し、地域環境に適した伝統的な住まいに暮らす人々が減り続けており、日

本の住まいの中で和室や縁側といった和の空間が無くなりつつあることが危惧されています。そこで

日本建築士会連合会女性委員会では、「和の空間」をテーマに平成２８年度 第２６回全国女性建築士

連絡協議会奈良大会から取組みはじめ、今までの得られたことの成果として、全国各地で公開されて

いる和の空間の事例の中から、魅力的なもの、これからの居住環境への示唆に富んでいるものを選ん

で紹介する「魅力ある和の空間ガイドブックＷＥＢ版」を作成し、昨年９月に連合会女性委員会のホ

ームページ上に公開しました。今年度は、さらに事例紹介を追加しガイドブックを改訂する形で進め

ています。この事業を通し、日本の住まいや和の空間や和の要素を改めて捉え直し、今後の設計活動、

居住環境づくりに活かしていただければと考えます。 
さて、今回のセッションは昨年度の「和の空間の魅力を探る」に続き、「和の空間の魅力を探る・・・

ふたたび」として全国大会や全国女性建築士連絡協議会開催地における掲載建物について、パネリス

トの方から和の空間の魅力の説明を頂き、より理解を深めて和の空間を体感し今後の活動に繋げます。 
 

■プログラム 
総合司会：本間 恵美 （連合会女性委員会 副委員長）

10:00～10:10 開会挨拶・主旨説明：  
小野 全子 （連合会女性委員会 委員長）

 
10:10～11:55 施設紹介・パネルディスカッション  

                コーディネーター 
山中 路代 （連合会女性委員会 副委員長） 

パネリスト 
岩崎 美乃 （北海道建築士会）  
近藤 容子 （青森県建築士会）  
近藤 富美 （福岡県建築士会）  
野口 美保 （広島県建築士会）  
 

11:55～12:00 閉会挨拶：石貫 方子 （連合会女性委員会 副委員長） 
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魅力ある和の空間

ガイドブック 版

北海道の掲載事例

・清華亭（札幌）

・旧永山武四郎邸（札幌）

・ 旧 岡川薬局（小樽）

・旧岡田邸（旭川）

・旧相馬邸（函館）

北海道の自然に
呼応する日本家屋

岩 崎 美 乃

一社 北海道建築士会

オーガナイジングサービス 代表

年〜 年

北海道建築士会女性委員会副委員長

年〜函館支部女性委員長

函館は北海道の中で最も早くに拓けた土地であり、江戸末期には貿易港として開港している。そのため、横

浜や長崎と同様、領事館が開設され、外国人が住み始めたことから、西洋の技術を吸収し和洋折衷の歴史的建

造物がひしめいている。しかしながら、函館の建築史は大火の歴史でもあり、明治 年の大火では 棟が

焼失、現在残るものはそれ以降のものがほとんどとなっている。ガイドブックで紹介している旧相馬邸もその

一つで、大火後、函館市民雇用と復興の象徴として建築されており、邸の内外ともに精巧な彫刻などの意匠で

彩られている。

北海道の事例は開拓の歴史と深く関わっており、偶然にも 件いずれも和洋折衷である。函館の旧相馬邸、

旭川の旧岡田邸はともに豪商の私邸で、全国の 級の材料を 級の職人が手がけた書院造、落葉樹を生かした

日本庭園などオーナーの美意識を堪能できる。旧永山武四郎邸は、西洋建築が住宅に用いられた先駆的な例

北海道函館市
　きゅうそうまてい

旧相馬邸

旧相馬邸は一代で築いた函館の豪商相馬哲平の私邸。

1907年（明治40年）の大火で他は類焼し蔵のみが残る。

翌1908年（明治41年）大火復興のシンボル「希望の

星」として建てられた建物で、職人や材料は全国から

一級品を取りよせた。1921年（大正10年）に再び大火

に見舞われたが一部の損傷のみで助かった。木が自ら

を火事から守った痕跡がある。

2008年（平成20年）まで子孫の方が住まわれていたが、

現在は一市民が所有し、一般に公開しながら保存して

いる。

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

設計・施工

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

入館料

アクセス

備考

1854年（嘉永7年）日米和親条約で箱館開港した歴史から和洋折衷が函

館のスタンダード。

傾斜のある地形を活かして石垣を築き、その上に敷地を造成している。

イギリス領事館を見下ろす場所で、領事館の庭も港へと続く景観もすべ

てを私邸の庭としている空間づくりに商人の心意気を感じる。

特別な人のためのむくり屋根の大きな玄関、外国の客人をもてなす配

慮、大広間の掛け軸や家財、いたるところに使われている屋久杉の一枚

板、見る位置によって表情を変える書院造り、部屋ごとにデザインが違

う釘隠しなど、細部にまで贅を尽くされた家は寒冷地ならではの工夫も

見られ、当時の暮らしの息遣いが感じられる。

蔵を歴史回廊、歴史的美術館のギャラリーに変え、北海道の宝と言われ

ている江差屏風やアイヌ絵巻など、当時の北海道の風土や賑わいがわか

る資料の見学もできる。

旧相馬邸

1908年(明治41年)

木造平屋、一部2階建て

筒井与三郎

函館市元町33-2

0138-26-1560

http://www.soumatei.com

4月〜11月 9：30〜17：00(木曜日休館)

一般／800円、高校生／500円

修学、自主研修／300円、

中学生以下／300円 修学、自主研修／200円

市電 函館どつく前行「末広町電停」下車、

徒歩5分、駐車場有

文科省指定「伝統的建造物群」歴史的建造物

写真提供：旧相馬邸

多くの方に「旧相馬邸」に入館頂き、110年以上歴史が続くこの家を

未来へつなげてゆきたいと協力を呼びかけている。

大広間から臨む庭園

函館港を一望できる敷地
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であり、清華亭とともに道産材が使われている。格式ある座敷の隣に洋間が続く大胆な間取り、十字型の玄関

妻飾り、軟石の煙突など北海道ならではの特徴が印象的である。小樽の 旧 岡川薬局は店舗併用住宅の先駆け

で、ガラス張りの店舗と 間続きの堂々たる和室から当時の商人の暮らしぶりがうかがえる。

和の空間の魅力は不要なものをそぎ落としたシンプルな空間にあると思う。日本人の侘び寂びの精神、シン

プルな空間ゆえに日々の暮らしの中で、四季の設えを楽しむことができる自在な空間。気候は違っても、それ

を心地よいと感じる心は、私たちの に組み込まれているかのようだ。調査取材において管理者の建物に対

する深い理解と愛情やこだわりを強く感じた。和の空間を推薦するにあたり、和の空間構成、意匠や機能がこ

れからの暮らしに役立つと感じられるものを選んだ。ぜひ時間をかけてこの空間をじっくりと堪能していただ

きたい。

北海道札幌市
せいかてい

清華亭

明治天皇は札幌行幸の時には偕楽園を視察され、清華

亭でご休憩を取られた。その際に清華亭の座敷から鍵

型の縁側を通して庭園を眺められ、大変お気に召され

たのだそう。ここからの眺めは見どころの一つである。

また、和洋折衷の中での色々な試みがある。

和洋両室を直接連結し、和座敷に洋風の両開扉がその

まま現れている。洋風導入過程での特異な手法で、建

具額縁も洋風になっており不思議な感覚に陥る。洋室

の天井中央のシャンデリア基部に、漆喰彫刻で和風の

桔梗模様が施されているところや、明治初期の建築に

はめずらしいボウウィンド－も見どころである。

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

営業時間

休館日

観覧料

アクセス

清華亭

1880（明治13）年6月

木造平屋建

札幌市北区北7条西7丁目

011-746-1088(現地警備員室)

http://www.sapporo.travel/find/culture/seikatei/

9：00～16：00

年末年始(12/29-1/3)

無料

ＪＲ札幌駅北口から西へ徒歩10分

札幌市指定有形文化財

この建物は、全体に洋風の造りの中で、至る所に和風の様式を調和させ

ている和洋両様式を取り入れた古い建物である。自然条件の厳しい北海

道で百有余年を生き抜いてきた。使用されている建材は全て道産材で、

トドマツやアカマツである。土台の石や玄関のたたきには札幌軟石が使

われている。また外壁は、板を一枚一枚重ね合わせた「下見板張り」に

なっており、隙間風などが入らず、寒地型の外壁の造りになっている。

清華亭は、札幌最初の都市型公園であった「偕楽園(かいらくえん)」の

中に、開拓使が貴賓接待所として建てたものである。設計・監督は開拓

使の工業局が担当し、約8ヶ月間の工事によって、1880(明治13)年6月に

完成した。翌年9月1日、明治天皇の札幌行幸の際には、天皇がこの亭で

御休憩されたという由緒ある建物で、建物の完成に当たって、時の開拓

使長官だった黒田清隆が「水木清華亭」と名付けたことから『清華亭』

と呼ばれ今日に至っている。

明治13年、清華亭の建築と並行し、

開拓使の指導者であったアメリカ人

のケプロンに見出されたルイス・

ベーマ－の設計により、ゆるやかな

起伏のある高低差を利用して和洋折

衷の庭園が造成された。現在は、か

つての「偕楽園」の姿はないが、亭

の周囲には26種の樹木が四季折々の

花を咲かせ、来訪者の目を楽しませ

ている。

和室は15畳の広さがあり、

日本の伝統的な書院風作

りで、壁は京壁づくり。

東側に特徴的な鍵型の縁

側が配置されている。

【コラム】

北海道では人が自然に寄り

添い、 時には自然と戦いな

がらも自然環境に呼応しな

がら、 木、 紙、 土、 石など

の自然素材をうまく利用し生

きてきた。 積雪寒冷地に日

本家屋を立てる工夫と地域

に合わせた暮らし方が見て

取れるのも特徴的である。

【札幌へお越しの方へ】

左に紹介した清華亭は札幌

駅より徒歩 10 分ほどのとこ

ろにあり、 旧永山武四郎邸

も車で 5 分ほど。 旧永山武

四郎邸にはカフェなども併設

され、 貸室、 撮影利用として

誰でも利用出来る身近な存

在になっているので、 札幌に

立ち寄りの際は、 清華亭と

共に是非見学頂きたい。
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魅力ある和の空間

ガイドブック 版

青森県の掲載事例

・田中家住宅

・新むつ旅館（元新陸奥楼）

・太宰治記念館 斜陽館

・高橋家住宅

みちのくの和の空間
を

読み解く女性の視点

近 藤 容 子

一社 青森県建築士会

近藤容子一級建築士事務所

㈱富士建設 代表取締役

年〜 年青森県建築士会

女性委員会副委員長

青森県三戸郡南部町
 たなかけじゅうたく

田中家住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

田中家住宅

1896年（明治29年）

木造在来構法 望楼付一部二階建住宅

青森県三戸郡南部町大字福田字間ノ原5－1

0178-84-2520

－－－

原則非公開（見学希望の場合、電話で相談）

青い森鉄道苫米地駅から徒歩20分

国登録有形文化財

【屋敷遠望】

約3000坪の屋敷の道路側に棟門と板塀を構え、屋敷林

の間に洋風望楼を遠望できる。

【外観】

格式を感じる表玄関と見上げる洋風望楼、生活を表出

した裏側の格子窓の外観が特長である。

【庭】

オンコ（一位）に赤松やヒバ、ツツジやコブシ等に

苔を配した庭園は癒やし空間そのものである。

【表空間】

表側はジョイからオクザシキまで続き間があり、庭の

眺めは深い森に包まれた間隔を与える。

【生活空間】

ダイドコ(広間)と土間を伝統意匠を活かしたDKと居間

に改造し、生活を豊かにしている

棟門からツツジの間を

右折すると、格式を感

じさせる「マツカワビ

シ」の棟飾りを設えた

玄関があり、見上げる

と洋風望楼が地方の近

代化を感じさせる。

左手の塀重門奧はザシ

キ庭園に続く。

岩手県軽米町出身の田中家の曾祖父が1896年

（明治29年）に建てた消防屯所を摸した洋風望

楼付入母屋屋根の木造二階建住宅である。

戦前は軍馬100頭余りを飼育する山林持ちの豪

農であったが、戦後1952年（昭和27年)頃には

馬が２－３頭までに減り、かつての外厩は車庫

として使われている。

1957年（昭和32年)の大火はすぐ脇の堰まで

迫ったが、なんとか類焼を免れた。その後の生

活の近代化に伴い、1982年（昭和57年)から

１年掛けて土間やダイドコ（広間）を伝統的意

匠を継承した居間とDKに、元土間上を二階に改

修した。

青森県南地域の豪農の生活を伝える住宅として

2007年（平成19年)に登録有形文化財（建造

物）に指定され、現在に至っている。

ダイドコ（広間）とドマ廻りは、現在の生活に合わせ

た当初の意匠を活かした居間とDKに改造されている。

24畳のジョイからオクザシキまで奥行 3間に間口13間

の広い続き間は、イベントや展示会に使用されている。

生活の現代化に伴って、

1977－1978年(昭和57

年-58年)の１年掛けて

ダイドコ（広間）と土

間を改造したが、当初

の吊り上げ大戸を残し

て豊かな軒下空間を設

けている。

鍵の手状のザシキに

沿った広縁からオンコ

(一位)や赤松、ヒバを

背景に苔やツツジを配

した庭は、静粛な冥想

へ誘ってくれる。

庭に下りて、散策し始

めると深いしじまが

迫ってくる。

【吊り上げ大戸の勝手口】

【広縁からの庭の眺め】

【表側外観】

　青森県には、えぞ征伐のねぶた祭りがある津軽地方、平家に勝った源氏を讃える三社大祭の南部地方があり、

歴史・文化・気候風土・災害にも特徴のある、この二つの地方から 2件ずつ選んだ。

　豊かな津軽に歴史的建物が残る重要伝統的建造物群の高橋家は、江戸時代中期に建てられ、ほぼ当時の様子を

伝えているコミセ付き大型町屋で、明和 3 年（1766）の豪雪と大地震を生き延びた建物である。コミセは積雪

時には板戸と明かり障子を入れ、雪の影響を受けないような工夫がされている。仲秋の名月を愛でられる空間や、

女性が着付けやお茶の練習もしたカクレ部屋もある。通り土間は現在は喫茶コーナーとして活躍している。

　作家、太宰治の実家でもある旧津島家住宅の斜陽館は、表は洋（当時経営の銀行）裏は和（住宅）の和洋折衷、

地域の町屋の間取りを踏襲し、建てぐるみで付属屋にも屋根を掛けている為、豪雪時も蔵や漬物小屋へ外に出

ずに行け、安心して作業も出来る。高窓のガラス窓からは冬でも台所の女性空間へ優しい光を落としている。
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【コラム】

歴史的な和の空間を学ぶ事

で、見た目重視の意匠だけで

なく、意匠に込められた想い

も知る事となり、空間の中で

自分なりに共有体感できた。

様々な時代背景の中、織り成

された当時の営み。その建物

には近代化と共に、女性の空

間が確保されていたことを

今回は強調させて頂いたが、

和の空間も、どの視点で見る

かで、発見・気づきは違って

来るだろう。心穏やかに五感

を研ぎ澄まし、建物・人に寄

り添う女性視点を持ち続け

る気持ちが強くなった調査

だった。是非、実際に見て体

感されて今を生きる建物と、

家主や女将らと対話されて

他の隠れた沢山の魅力も発

見して頂きたい。

＜参考文献＞

青森県近代和風建築総合

調査報告書 年３月

（青森県教育委員会）

南部地方の建物は、大火の歴史とも切り離せない。田中家は、鉄道と一緒に近代化が入って来た頃の住宅で、

昭和３２年の大火にも運よく焼け残った。女性の空間であるダイドコと土間は、伝統的意匠を活かしながら、

今も魅力的で豊かに住まい続けられている住宅。台所と座敷を併せたイメージで現代風に改修され、ＤＫの北

側の大きな窓から降り注ぐ優しい光に癒された。

新むつ旅館は、明治１９年の小中野大火で遊郭が消失し、明治２９年に新遊郭として建てられた中の一軒で、

現在は旅館業として生き続けている。一見、男性的な建物の意匠には、初代女将の働く女性達への健康や幸福

を願って散りばめられた文様の数々や、女性の作業的配慮がなされた女性の視点があった。おおらかな現女将

の説明中に、襖の取手に新しい文様を発見するサプライズも重なり、初代女将の女性への想いが釘付けとなっ

た。和の空間のままで終わらせず、使う人を想い手が加えられて来たこと、当時から女性の居場所が作られて

きた優しさにも触れられた。相手への想いや、細やかで優しい女性視点を今の時代も引き継ごうと心に誓った。

青森県八戸市
 しんむつりょかん（もとしんむつろう）

新むつ旅館（元新陸奥楼）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

新むつ旅館

1899年（明治32年）

木造在来構法 二階建 ソラ窓付切妻屋根

青森県八戸市小中野６丁目20番18号

0178-22-1736

－－－

10：00～16：00 (予め電話で相談）

ＪＲ八戸線小中野駅より徒歩約10分

国登録有形文化財

【小中野新地の八間道路】

小中野新地の広い八間道路は、かつての遊廓の賑わい

を思い起こさせる。

【外観】

妻壁のブリキや白い汚れに小中野公害、二階軒の電燈

や黒漆喰に蓄積された歴史を読み解ける。

【内部空間】

ソラ窓(天窓)からの光に照らされた帳場とＹ字階段と

空中歩廊と二階回廊の吹き抜け空間

【意匠】

初代女将が働く女性（娼妓）の健康や幸福を願い、設

えた七宝紋様・鱗紋・蝙蝠紋・瓢箪紋など

【貸座敷資料】

八戸警察署の貸座敷許可証を始めに、来客の風体を記

録した遊客帳や大人の玩具など

左：土蔵の墨書 貸座敷遊興料が書かれている

右：八戸警察署による貸座敷許可証

東北一と謳われた八戸の遊廓は度重なる大火で衰退したが、

小中野新地に1896年（明治29年）新設された。

元新陸奥楼（現新むつ旅館）は1899年（明治32年）に八

戸警察署の貸座敷許可を受けて新築された。戦時中、新陸

奥楼は兵隊の士気を高めるために取り壊しを免れた。戦後、

売春防止法を受けて1958年（昭和33年）に新むつ旅館に

転業し、現在に至っている。元貸座敷の特長を残す貴重な

建物として平成19年に登録有形文化財（建造物）に指定さ

れた。元貸座敷の建物として、特別に豪華な設えは見られ

ないが、初代女将が働く女性の健康や幸福を願って施した

細やかな心遣いの意匠に感服させられる。大らかな現女将

が語る由緒や当時の生活に関わる説明は、拝聴に価する

遊客帳には、月日に加えて、客の容貌や服装や接客した

娼妓を記録し、警察が確認の印を押した

左側：蝙蝠（こうもり）紋 中国語の蝙蝠は＜幸福＞と

同じく「ビィェンフー」と発音し、幸福を象徴した紋様

右側：瓢箪紋 鈴生りの瓢箪は無病息災・子孫繁栄や厄

除などの意味を持つ。襖の引手にも使われている

【Ｙ字階段と空中歩廊】

二階の貸座敷には、帳場からＹ字階段で上り、三途の川に掛けられた

橋（空中歩廊）を渡って貸座敷（天国）に赴く。

左側：七宝紋様（輪違い） 〇を四方に繋げる が訛っ

て七宝紋様になった。輪が幸福・円満を象徴している。

右側：鱗紋 蛇の鱗をシンボル化した△を組み合わせた

鱗紋は、女性の厄除けや再生の意味を持つ

【帳場上のソラ窓（天窓）】

帳場天井の１間×１間半の吹き抜けから屋根の半間四方のソラ窓の光

が差している。電燈が普及する前の町屋で一般的。
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魅力ある和の空間

ガイドブック 版

福岡県の掲載事例

・旧伊藤伝右衛門邸

・旧柳川藩立花家別邸（予定）

・うなぎの寝床 予定

華やかな和の空間
の魅力

近 藤 富 美

(公社)福岡県建築士会

一級建築士事務所やどり木代表

 年～福岡県建築士会青年・女性

委員会副委員長

和の空間が私たちの日常から遠のいて久しい。今や和の空間に非日常を感じるようになったのではないか。

旅館や料亭などで出会う華やかな和の空間は、そこに滞在する時間に没入させてくれる特別な演出となってい

る。今後、私たちの仕事でも、非日常の演出としての和の空間の設計を求められることも増えるかもしれない。

そこで、贅を尽くした華やかな和の空間の事例を取り上げてみることとした。

福岡県は明治～昭和初期にかけて炭鉱が華々しく栄えた。「炭鉱王」と呼ばれる炭鉱所有者が巨万の富を築

き、その財をつぎ込んで普請道楽をする者もいた。その一人が伊藤伝右衛門である。旧伊藤伝右衛門邸は主人

の人生の歴史と増築の歴史がシンクロする。ここに同じ意匠、同じ仕上げはない。部屋ごとに、その部屋を使

う人をイメージした仕上げ、欄間、照明器具がデザインされている。特に 歳差の後妻、柳原白蓮のために造

った部屋は名勝である庭を一望でき、曲線を多用した部材、竹を使った繊細なランマなど特別なものである。

福岡県飯塚市
きゅういとうでんえもんてい

旧伊藤伝右衛門邸

見どころ

建 物 名 称

建 築 年

構 造 様 式

所 在 地

電 話

Ｈ Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備 考

旧伊藤伝右衛門邸

明治30年代後半

木造、入母屋、瓦葺

福岡県飯塚市幸袋300番地

0948-22-9700

http://www.city.iizuka.lg.jp

9：30～17：00 水曜休館（詳細ＨＰ参照）

ＪＲバス「幸袋本町」バス停下車徒歩2分 駐車場有

飯塚市指定有形文化財・名勝指定

写真：飯塚市

庭園は導入部の馬車廻しを中心とする広場をはじめ、建築群に挟まれた

中庭の部分、敷地北半分を占める大規模な主庭の3つの部分から構成さ

れる。そのうち、特に主庭は、流れ及び2つの池泉の背後に緩やかに盛

り上がる築山などから成り、主屋からの展望を意図した庭園であるとと

もに、様々な景を楽しむことができる回遊式庭園でもあります。池泉に

架かる石造の太鼓橋、2基の石造噴水、敷地の西北隅に立つ石塔、随所

に据えられた様々な形式の石燈篭、築山の頂部に建つ茅葺八角形屋根の

四阿など、近代の回遊式庭園として十分な質と量を誇る庭園景物が見ら

れます。

筑豊の著名な炭鉱経営者で

あった伊藤伝右衛門の本邸と

して明治30年代後半に建造。

大正初期、昭和初期に数度の

増改築がおこなわれた。

高い塀は旧長崎街道に面して

おり、昭和2年に福岡市天神

町にあった別邸（通称銅御

殿）から移築された長屋門や、

伊藤商店の事務所が目を引く。

邸宅は南棟（正面）北棟（庭

側）、両者を結ぶ角之間・中

之間棟、玄関・食堂棟、繋棟

の家屋5棟と土蔵3棟からなり、

池を配した広大な回遊式庭園

を持つ近代和風住宅である。

和洋折衷の調和のとれた美し

さ、当時先進的だった建築技

術や繊細で優美な装飾を随所

に見ることができる。

また、柳原華子（白蓮）が伝

右衛門の妻として約10年過ご

したゆかりの地で、伝右衛門

や白蓮に思いをはせる場でも

ある。

アールヌーヴォー

調のマントルピー

ス、イギリス製の

ひし形のステンド

グラスのある応接

間、一畳たたみを

敷き詰めた長い廊

下等、様々な芸術

的技法を取り入れ

た、繊細で優美な

装飾を随所に見る

ことができる。

入側（東）
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【コラム】

今回、掲載した 件とも、庭

園（御花は建物も含めて）が、

名勝に指定されている。どち

らの庭園も、建物と同じ熱量

で作庭され、維持されてい

る。建物外観は庭によって引

き立てられ、建物内部からは

借景として大きく取り込ん

でおり、魅力的な和の空間に

とって奥行きのある外部空

間がいかに大切か実感した。

旧柳川藩主立花家別邸（通称「御花」）は江戸時代の藩主であった伯爵家の建物である。柳川市は水郷のま

ちとしても有名で、お堀が「御花」をぐるりと取り巻いている。お堀から直にアプローチできる船着場門もあ

り、まちと建物が美しく調和している。「御花」には現在も、明治 年に建てられた西洋館、大広間、暮らし

の場であった御居間、そして、松島を模して作られたという庭園（名勝に指定）が残る。 西洋館は鹿鳴館の流

れを組んだ迎賓館であり、内部はギリシャ神殿のような柱頭や天井装飾、輸入したシャンデリアなどがある。

一方で家具には筆返しがついた違い棚の意匠が取り入れられ、和洋折衷が楽しめる。 畳近い大広間は、幅

いっぱいの開口部から名勝の庭が見渡せる。東西両面にある床は、順列重視で上下がハッキリしていた江戸時

代にはない造りで、明治らしい自由な気風を感じることができる。驚くべきことに、現在でも立花氏の子孫が、

レストラン、ホテルとして「御花」を経営し、大広間では結婚披露宴など様々なイベントが行われている。

福岡県柳川市
きゅうやながわはんしゅたちばなてい

旧柳川藩主立花邸

見どころ

建 物 名 称

建 築 年

構 造 形 式

所 在 地

電 話

Ｈ Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備 考

旧柳川藩主立花邸

1910年（明治43年）

木造、入母屋、桟瓦葺

福岡県柳川市新外町1

0944-73-2189

http://www.ohana.co.jp/

9:00～18:00（詳細ＨＰ参照）

西鉄柳川駅よりバスで15～20分「御花前」下車（川下りで70分）

国名勝

*写真：御花

約100畳の大広間は、前後に
床を持ち、分割しても床を持
つ造りとなっている。また、
畳を外すと能舞台として利用
することもできる。
縁側には立花家に代々伝わる
金の兜が並ぶ。
他にも400年以上に渡り、継
承された立花家の歴史を伝
える史料は、併設の立花家史
料館で見ることができる。

旧柳川藩主立花家別邸は、第

5代藩主、立花貞淑（さだよ

し）により、元文3年(1738

年)、二の丸御殿が城堀の一

郭に移転したのが始まりとさ

れている。

第14代当主、寛治（ともは

る）によって、明治43年

（1910年）に建設された西

洋館、大広間、御居間の一部

家政局が現在に残る。

これらの建物は、庭園「松濤

園」とともに国の名勝に指定

されている。

現在でも立花家が所有し、昭

和25年からは、結婚披露宴

会場、レストラン、ホテルと

して活用されている。

柳川市は「水郷のまち」とも

言われ、御花も堀に囲まれて

いる。川下りで着いた船が着

岸できる船着場門もあり、新

郎新婦を乗せた「花嫁船」も

名物の一つとなっている。

立花家の迎賓館として建てられた西洋館は、鹿鳴館の流れ

をくむ建物で、ギリシャ神殿風の柱や、天井の装飾など、

華やかな意匠が目を引く。すべての部屋で異なった装飾が

されている点も注目される。シャンデリア（当時のまま）

は、自家発電によって点灯していた。

西洋館外観

階段室

大広間*
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魅力ある和の空間

ガイドブック 版

広島県の掲載事例

・太田家住宅

・耕三寺潮聲閣

・恋しき

多岐にわたる
和の表現

野 口 美 保

（公社）広島県建築士会

広島の中心部（市内）では、被爆により多くの木造建築は失われている。それは広島市内建物の９割と言わ

れるほど壊滅的なものであり、なかには職人たちの緻密な細工や現代では再現できない建築も多くあったので

はないかと想像する。しかし市内を離れれば、石見銀山（島根）に通ずる街道や瀬戸内海に面した海運拠点、

酒蔵の建ち並ぶ古い町も各地に残っている。広島の掲載事例である「太田家住宅」「耕三寺聲潮閣」「恋しき」

も全て市内を離れた備後地域の建物であり、地方の風景に佇む建築としてご紹介する。総称して「和」の建物

であるが、建築プランという大きな構成から、ディテールや装飾といった小さな表現に至るまで様々な違いが

あり、ご紹介した３つの建物も個々に魅力的で趣のある建物となっている。

「太田家住宅」は瀬戸内海を航海する重要拠点であった鞆の浦にあり、薬酒の醸造を生業としていた建物で

ある。豪壮な主屋と酒蔵は、財産家でなければ造り酒屋になれないことがよく分かり、土間を飾る瓦や漆喰の

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

開館時間

アクセス

備 考

太田家住宅

18世紀

木造

広島県福山市鞆町鞆842

084-982-3553

10:00～17:00（入館は16:30まで　火曜休館）

JR福山駅南口から鞆鉄バス鞆線で「鞆港」下車、
徒歩５分

国指定重要文化財

見どころ

広島県福山市
 おおたけじゅうたく

太田家住宅

太田家住宅は、主屋や保命酒醸造蔵など９棟から構成される。建物の

建築年代は、文書や日記、棟札などから、主屋が18世紀中期、炊事場

・南保命酒蔵が18世紀後期、北保命酒蔵が天明8年（1788）、西蔵が

寛政元年（1789）、東保命酒蔵が寛政7年（1795）、釜屋・新蔵・北

土蔵が19世紀前半頃と考えられている。本建物は太田家住宅と呼ばれ

ているが、もとは中村家によって江戸時代中期から後期にかけて家屋

敷を購入しながら拡張・増築され、現在の規模となる。明治期になっ

て太田家が受け継ぎ今日に至る。

保命酒とは、創業者である中村吉兵衛が餅米を主原料に、粳米、焼酎

、16種類の漢方薬を使って醸造した薬酒である。宝永7年（1710）に

は藩から一手醸造販売権を与えられていたが、明治になり専売権がな

くなると保命酒醸造業者が増加、競争の激化と共に太田家は製造を終

えた。現在、原料や醸造方法は江戸時代とほとんど変わらない。ただ

しオリジナル中村家の薬味の調合は一子相伝であったため、各醸造元

の工夫によって多少味に違いがある。

太田家住宅は、平成3年（1991）

5月31日に重要文化財の指定を受

けており、平成8年（1996）から

平成13年（2001）まで、約6年の

歳月をかけて保存修理事業が行わ

れ、屋敷構えとしては最も充実し

た江戸時代末期から明治時代初期

の姿に復旧整備された。四方が道

路で囲まれた本敷地であるが、東

（見取図の下）の道路の対面に、

同じく重要文化財指定を受けた別

邸「太田家住宅朝宗亭」が建って

いる。雁木を独占するように海に

面しているため、専用の船着き場

をもっていたと考えられる。太田

家の一連の建物郡は、街区をまる

ごと占めるような大規模なもので

あり、鞆の浦の景観形成において

重要な役割を果たしている。

蔵と隣接する主屋は、実に美しい日本建築である。小

規模な庭園が設けられ、住んでいた人やお客の目を楽

しませる造りとなっている。表の通りからも見える市

松模様の土間床は、瓦と漆喰で構成されたモダンなデ

ザインある。天井には網代天井が施され、ハイサイド

で設けられた窓は土間レベルから開閉できる装置がつ

いている。蔵の壁にあるナマコ壁は、１や４、５とい

った数を表現し、まるでサイコロのようである。

参考文献：太田家住宅を守る会　パンフレットより

大旗連合建築設計（株）

2015 年～ 2017 年　広島県建築士会

女性委員会委員長
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市松模様、坪庭や茶室を配した様子は商売としての来客を意識している。「耕三寺潮聲閣」は生口島という瀬

戸内海に浮かぶ島にあり、実業家が余生を送る母親のために建てたものである。「太田家住宅」と同様に資産

を投じて建てられているが、前者とは様式も豪華さの趣向も全く違う。同じ「和」でありながら違いが見られ

る理由は、建築意図・用途・地域・時間（時代）などの要素が絡み合うからだと考えており、その多岐にわた

る違いを多様性と捉えている。そして、これからも様々な要因で「和」は多様に変化していくだろう。

冒頭で、広島市内で多くの木造建築は失われたと述べた。しかし「和」が失われたわけではない。広島市内

にも戦災を逃れた建築や、戦後に和の様式（要素）を取り入れた建築は確かに存在する。最後に、今回の調査

で、古い建物を保持することやその活用に大変苦労されていることを、改めて知ることとなった。全てを残し

守ることは困難だが、せめて建築関係者以外の人とも共有できる価値観や知識を持ちたいと感じる。

【ひろしまたてものがたり】

広島県土木局営繕企画グル

ープが主体となって開催し

ている県民参加型のイベン

トである。

２０１３年からスタート、一

般公募や選定委員会による

審査で、訪れたい建物「

セレクション」や「ベストセ

レクション 」が選ばれて

いる。その他サミットの開催

や期間限定の内部公開とい

った催しも行われており、

「訪れたい」と思えるひろし

まの建築物にスポットをあ

て、ひろしまの「魅力（もの

がたり）」、ひろしまらしさ

を県内外に伝えていくこと

をコンセプトとしている。時

代・構造・用途を問わず幅広

く選定されており、「魅力あ

る和の空間ガイドブック

版」でご紹介した、広島

県の３件も、この「ひろしま

たてものがたり」で選定され

ている。ホームページで公開

されているため、広島を訪問

予定、あるいは建築ツアーを

考えている際には、一度ご覧

いただき、参考にして頂きた

い。

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

耕三寺潮聲閣

1929

木造

広島県尾道市瀬戸田町瀬戸田553-2

0845-27-0800

http://www.kousanji.or.jp/

10:00～16:00（年中無休）

しまなみ海道「生口島南I.C」から車で13分

国登録有形文化財

見どころ

広島県尾道市
 こうさんじちょうせいかく

耕三寺潮聲閣

潮聲閣は、耕三寺建立が初願される10年

前の昭和2年（1927）、耕三師が36歳の

とき、ご母堂の為に建築した壮大な住宅

で、完成までに約5年の歳月を要した。

潮聲閣の名称は、子爵三室戸敬光の撰で

表玄関の扁額も子爵の筆になっている。

母屋は木造・平屋・入母屋造・桟瓦葺（

一部銅板葺）で、洋館は2階建て切妻造

・洋瓦葺で車寄せ（ポーチ）が付属して

いる。現在は耕三寺の重要な行事のとき

に使用されている。

本建物は和洋複合形住宅であり、広島県

内でも数例が現存しているが、そのなか

でも最も規模が大きく、かつ豪華な例が

この潮聲閣である。特に、日本住宅部分

は、独創的で格式の高い書院造りの意匠

が用いられ、折上格天井を多様すること

や名木をふんだんに使うなど、豪華さに

おいても秀でており、昭和初期の住宅建

築の最高傑作といえる。

洋館と日本住宅を複合させた住宅建築は、一般的に洋

館が表に位置し、その背後に日本住宅が配置されるが

本建築では日本住宅のほうが正面にある。また正式な

来客を迎える主室としての大広間よりも、ご母堂の居

間である「老人室」のほうが豪華に造られているのは

例のないことであり、耕三師の孝心によって造られた

特別な住宅であることをよく表している。

表玄関では式台を高欄付の廻り縁と

し、玄関の間には一間半もの地袋付

の付書院（室内側を華頭窓にし、外

側に高欄付の小さな廻縁を設ける）

その天井には畳大の一枚板を使い畳

割と同じように配置されている。

参考文献：書院潮聲閣パンフレット

道路に面した洋館部の姿と見学で入れる和館の裏側勝手口

表玄関式台の天井

洋館部分の応接室

玄関の間

書院造りを基調とした御佛間

潮聲閣の最高格式の座間である老人室

折上格天井で百二十四面の花鳥画が

帝展作家山下薫画伯によって描かれている





景観・街中（空き家）まちづくりセッション
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建築士会全国大会 北海道大会 景観・街中（空き家）まちづくり部会

テーマ 「空き家等の適正管理と利活用による景観の向上」

近年の人口減少や住宅の老朽化。社会的ニーズの変化により、利活用されない空き家が増加し
ており、それが適切に管理されず放置されています。そのため、周辺環境や景観に悪影響を与え
ていますので、早期に空き家を利活用するか、または除却することが必要です。しかし、その方
向性を決定するまでには相当な期間を要する物件が多く、その間の維持管理が重要となります。
昨年のさいたま大会では、「空き家等の利活用における建築士の役割」をテーマとし、空き家に

関する研修会を実施された先進県からの報告や空き家流通促進のための協議会や他の専門団体と
の連携事業についての事例を学び、建築士、建築士会として何ができるかを話し合いました。
また、本年 2 月に関西された「第 27 回まちづくり会議」においては、空き家に関する問題につ

いて話し合い、神戸市でのその取り組みや、奈良県での空き家プラットホームの設立などを学び
ました。

奈良県の空き家プラットホームの発足式 第 27 回まちづくり会議分科会

今大会では、空き家の放置が周辺の環境や景観に悪影響を与えている現状を踏まえ、「どうすれ
ば適切な管理が維持できるのか。」「どうすれば空き家を如何に早く流通させることができるのか。」
また、「除却後の空き地の景観をどのように、誘導するのか。」について、建築士のまちづくりと
して議論を進めたいと考えています。

日時 9 月 21 日（土）10：00～12：00

会場 函館アリーナ１F 武道館 C

内容 趣旨説明 街中（空き家）まちづくり部会米村部会長 

事例報告 １ 
「しりべし空き家 BANK のしくみと活動」 

北海道建築士会後志支部長 榊 政信氏 

・しりべし空き家バンクは、2011 年（H23 年）後志総合振興局から空き家流通の
しくみの構築と試行を建築士会後志支部へ委託され、建築士会、宅建業界、行
政との連携により設立した。民間事業者・町村・北海道の官民連携の協議会で
あり、それぞれが役割を担う。協議会とは別に、「BANK 事業者協力会」も設置
した。専門家が介在することで、仲介でのトラブルを回避し、インスペクショ
ンで物件の安心感ができる。相談業務は、空き家の活用を推進でき、空き家活
用の機運も高まっている。  
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事例報告 ２ 
「医学を基礎としたまちづくりにおける空き家利活用」 

 奈良県建築士会橿原支部 佐藤 智之氏・徳本 豊氏 

・今まで、空き家の活用は住宅として活用や用途変更して、公共施設や飲食店、
民宿などが主な事例ですが、その場合は、空き家の立地や観光化まちづくりな
どに対象が絞られています。今回の事例は、医療を基礎としたもので、地域住
民の健康志向やすぐに自宅復帰ができない退院患者等を受け入れる住宅として
検討している。その住宅では ICT で、医療機関と居住空間を結ぶ構想もされて
いる。 

事例報告 ３ 
「大分県における空き家の取り組み」 

さいきまちづくりユニット DOCRE・国東支部 鶴川商店街 
大分県建築士会地域ブロックリーダー 渡邉 賢一氏 

３－１「空き家は負債」から「空き家は資源」へ 
2012 年度厚生省の雇用創出事業で、国東市鶴川商店街のリノベーションにかか
わった建築士が店舗併用住宅を購入して、事務所兼民泊とした。その後、商店
街で空き家活用が活発化し空き家を資源として捉えるようになった。 

３－２ DOCRE リノベーションまちづくり 
 佐伯市の都市計画課に勤務する２人の建築士が、佐伯まちづくりユニット 
「DOCRE（ドークリ）」を 2015 年に結成し、空き家問題の解決のため、自ら空き家
を購入し住み、地域と活動を共にする。 

シンポジウム 
「空き家等の適正管理と利活用による景観の向上での建築士の役割」 

議論１ 「どうすれば適切な管理が維持できるのか。」

議論２ 「どうすれば空き家を如何に早く流通させることができるのか。」

議論３ 「除却後の空き地の景観をどのように、誘導するのか」 

まとめ 景観まちづくり部会森崎部会長 
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事例報告１ 「しりべし空き家ＢＡＮＫのしくみと活動」

北海道建築士会 榊 政信
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事例報告２ テーマ：医学を基礎としたまちづくりにおける空き家利活用

報告書：奈良県建築士会橿原支部 佐藤 智之 徳本 豊

 奈良県は、大阪府の東隣りに位置し、大阪のベッドタウンとして人口が増加してきましたが、

平成１２年をピークに微減傾向に転じています。一方、世帯数は現在も増加し続けています。 

 この度紹介する事例は、奈良県橿原市の「今井町の空き家利活用」になります。今井町は、奈

良県の中央やや上に位置し、江戸時代には豪商が軒を連ね「大和の金は今井に七分」と言われる

ほど繁栄し、現在は国の重要伝統的建造物群保存地区となっています。 

その今井町で、老朽化が進み使用されなくなった空き家を、奈良県立医科大学が、「外国人研修

医・研究者用のゲストハウス（宿泊施設）」そして、「地域住民のための健康行事をおこなう場所」

として改修しました。空き家は、木造２階建てで、広い土間と作業場そして中庭があり、従前に

はパン工房兼居宅として使用されていました。改修費は５２００万円（約１２００万円は文化庁

様からの補助金）になります。

（出典／奈良県立医科大学今井町ゲストハウス設計図書）

（写真左：改修前、写真右：改修後）
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 2017 年 11 月に開設され、現在まで今井町

自治会と共同で地域住民に「健康教室」「認知

症予防活動」を定期的に開催。２週間に１度

開催される健康体操は、地域住民の方々から

楽しみにして頂けるイベントになりました。

これらのイベントを通して、奈良県立医科大

学の医師や研究者と地域住民との交流が深ま

る場となっています。

（出典／編著：細井裕司・後藤春彦(2014)『Medicine-Based Town 医学を基礎とするまちづくり』水曜社）

この空き家の利活用は、大きな構想の研究の一貫でもあります。その大きな構想とは、奈良県

立医科大学の理事長と学長を兼任する細井裕司先生が提唱する、MBT（Medicine-Based Town 
医学を基礎とするまちづくり）構想になります。

 MBT は、ライフスタイルに応じた医療サービスが効率よく提供され、文化的かつ健康的な社会

生活が保証された「まち」を意味し、MBT の実現には、医療機関と居住空間が ICT で結ばれ、

連携強化・体型整理が必要になります。例えば、高齢者の見守り支援のため、体に端末機器を装

着し、バイタルデータや環境データを常時収集・分析し、異常があれば家族などに連絡する取り

組みがあります。

 この空き家の利活用を通し、これから私達建築関係者が、空き家の管理と利活用を考えていく

うえで重要と考えるのは、「ソフト面（サービス）を活かせるハード整備（建物など）」が重要と

考えます。他業種・サービスとの連携を重視し、建築関係者が得意とする分野、例えば、建築基

準法の相談や対応、改修費用の削減方法、地域や近隣の方々との調整や連携などを協力すること

で、空き家の利活用を促進できるのではないかと考えます。

（資料・写真提供／奈良県立医科大学）

（参考書籍／編著：細井裕司・後藤春彦(2014)『Medicine-Based Town 医学を基礎とするまちづくり』水曜社）
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事例報告３－１ 「空き家は負債」から「空き家は資源」へ

発表者：大分県建築士会 地域ブロックリーダー 渡邉賢一

建築士会の今富青年部長は、また、商工会青年部長として、鶴川商店街の復活・活性化にのり

出す。そこで、売りに出た店舗併用住宅を自ら購入し、事務所兼民泊として「再」利活用するこ

とにした。 

これは当初、大分県の窓口国東市には大分空港があるにもかかわらず、素泊まりできる所が少

なく、民泊運営を思い立った。県内では別府や湯布院など観光地としてインバウンドに人気が高

まっているが、意外にも彼らは宿や食には思ったほど執着がなく、近くのコンビニで調達してす

ますことが多い。現在、民泊は夫婦で営んでおり、黒字経営で推移している。 

ホームページに掲載されている案内では以下のとおりである。 

鶴川商店街は、かつて国東市の中心地を形成する商店街で、国東半島東部の中心ともいえる。

とはいうものの，やはり賑わいは感じることもなく，ちょっと寂しい限りがする。むしろ国道213

号線沿いに飲食店や小売業，官公庁が林立しており，西側に重心が移った。文化財は多く800年の

歴史を持つ旧県社桜八幡神社には，多くの文化財があります。鶴川商店街を歩いていますと老舗

らしき雰囲気の店が続きます。ほとんどが改修，改築されていますが，往時の雰囲気は感じられ

ます。 

空き家を改装した民泊施設（1軒家を貸切） 

そもそも活動のきっかけは、２０１２年厚生省の雇用創出事業の中で、商店街の１店舗を市民

が集うコミュニティスペースにリノベするところから始まった。今でも交流の場として、またチ

ャレンジショップとして活躍している。

空き家問題に取り組んだ結果、この鶴川商店街では移住者が空き家をリノベーションして店舗

にするなどの動きが活発化している。空き家は地域の課題ではなく資源として捉えるようになっ

た。次に、深刻化するこの街の人口減少の原因について考えることにした。若者が定着しない、

何故か？もともと海に囲まれたこの街は「男の街」。スナックはあるが、若いお母さん達がグチ

を言える場所がない。学生達が思いっきり大きな声の出せる場所がほしい。そこで、以前居酒屋

だった店をカラオケ店にリノベ。週末などは賑わっているとか。 
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事例報告３－２ DOCRE リノベーションまちづくり

発表者：大分県建築士会 地域ブロックリーダー 渡邉賢一

全国的に空き家、空き店舗、空き地といった遊休不動産がまちに点在し、スポンジ化現象が問

題視されている。佐伯市都市計画課に勤務する２人の建築士が、自ら空き家を購入し、実際に住

み、地域と活動を共にするという行動にでた。ブログでは、以下の理由から立ち上がった。 

何が問題なの？？って思う方もいるかもしれませんが。空き家の中でも特に適切に管理されて

いない空き家が増えてきていることが問題なんです。例えば災害時、地震で空き家が倒壊し道

を塞ぎ緊急車両が通れなくなったり。不審者や動物が侵入して住み着いたりして治安が悪くな

ったり。さらにまちの景観が悪くなり空き家の価値だけでなくまちの価値が下がってしまった

りと空き家問題は社会問題へとなって行きます。空き家になってしまう理由もDOCRE調べで

あるのですがこちらもおいおい。。。そんなこんなで社会問題になってしまったら、社会問題

に一番初めに立ち向かわないといけない職業「公務員」の登場です！笑この空き家問題を解決

する一つの方法をDOCREは発見しました。「公務員空き家を買う」です。 

２人は、佐伯まちづくりユニット「DOCRE（ドークリ）」を２０１５年に結成し、市内船頭

町・大手町界隈の半径２００ｍのスモールエリアをターゲットにして、「ヒト、モノ、コト」を

集積させることにした。ひとりは旧時計店を、もうひとりは旅館であった物件を購入した。まず

はお掃除からスタート。参加型リノベに着手。これは、面白いことに「空き家のみの市」、「空

き家ＢＡＲ」、「床貼り体験ＷＳ」など、まちに開いた形で進めることで、自然とまちに新たな

コミュニティが生まれた。また、既存ストックを活用することでまちのストーリーが緩やかにつ

ながっていくという好循環が生まれている。 

見渡してみるとこの数年で、空き家への移住者が徐々に増え、カフェ、レンタルスペース、シ

ェアハウスなど、この２つの物件をきっかけに着実に効果を出している。さらに、まちを歩くき

っかけづくりとして店舗開店にともなって、マーケットを開いた。また、一部住宅を解体して広

く空いたスペースでコンサートを開いてみた。ヒトが集まるようになってきた。「敷地に価値な

し、エリアに価値あり」という言葉を意 

識して、これからもまちを楽しみながら 

活動を続けていく。 

大分合同新聞 8 月 14 日 抜粋

後藤 好信さん 佐伯市船頭町 リノベーションユニット

「ＤＯＣＲＥ」主宰（市職員）

「大好きな佐伯市で暮らし続けたい。未来の街は自分た

ちでつくっていこう」。公務員建築士でありながら、市中心

部の船頭町にある空き家を購入し、街づくりの拠点にして

いこうと活動を進めている。「自ら街に飛び込んで、どっぷ

りと街の将来を考えていきたい」

 空き家を活用した街づくり講座に参加。既存の建物を改

造する「リノベーション」が街の潜在能力を目覚めさせる

と感じ、職場の後輩河野功寛さん（２９）とリノベーショ

ンユニット「ＤＯＣＲＥ（ドークリ）」を結成。自身は築８

０年以上の店舗兼住宅を購入。実際に住もうと誓った 
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建築士会全国大会 北海道大会 景観・街中（空き家）まちづくり部会

シンポジウム 

「空き家等の適正管理と利活用による景観の向上での建築士の役割」 

コーディネーター 街中（空き家）まちづくり部会長 米村 博昭 
パネラー  北海道士会後志支部長 榊  政信 

奈良県建築士会橿原支部 佐藤 智之・徳本 豊 
大分県建築士会地域ブロックリーダー 渡邉 賢一 

コメンテーター 景観まちづくり部会長  森崎 輝行 

議論１ 「どうすれば適切な管理が維持できるのか。」
適切な管理が良好な景観をうむ

空き家所有者が、空き家を所有している意識がない。
空き家所有者が、高齢であり、自分では管理できない。
空き家所有者が、遠隔地に居住している。

議論２ 「どうすれば空き家を如何に早く流通させることができるのか。」

空き家を流通させるには、多くの解決しなければならない課題が多い。
立地の問題
所有権の問題
現行、法律の問題（用途変更の問題・既存不適格の問題・・・）

不動産関係者等との連携が必要である。（協議会・プラットホーム・・・）
改修等に必要な経費を早い段階で提示できるか。  

議論３ 「除却後の空き地の景観をどのように、誘導するのか」 

狭小な敷地、接道不良な敷地など・・・周辺との共同建て替え

まとめ
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建築士会全国大会 北海道大会 景観・街中（空き家）まちづくり部会

資料 空き家対策に関係する助成事業

「地域空き家・空き地等の利活用等に関するモデル事業」 

近年、全国の空き家の総数は増加の一途をたどっており、平成25年時点で空き家の総数は約820

万戸、住宅ストック総数の13.5％を占めています。また、世帯が所有する空き地面積は、平成15

年からの10年間で約1.4倍に増加しています。 

  空き家・空き地等の流通・利活用が進みにくい背景として、空き家・空き地等の有効活用・管

理には、不動産取引の専門家である宅地建物取引業者の協力が不可欠ですが、地方公共団体と宅

地建物取引業者等が連携・協力した取組は全国的に広がっていないことが挙げられます。これら

の課題を解消し、不動産分野における生産性の向上を図り、我が国の経済成長に貢献するために

は、国民の未利用資産である空き家・空き地等の不動産ストックについて、需給のミスマッチの

解消や新たな需要の創出等により、その流動性を高め、有効活用を推進する必要があります。 

  本事業では、地域の空き家・空き地等の利活用に取り組む地方公共団体と宅地建物取引業者等

が連携したモデル事業者を募集し、その活動を支援し空き家・空き地等の流通促進を図ることを

目的としています。 

「空き家対策の担い手強化・連携モデル事業」

各地における空き家対策を加速するため、空き家に関する多様な相談に対応できる人材育成、 多
様な専門家等との連携による相談体制の構築、地方公共団体と専門家等が連携して共通課題の解

決を行う

モデル的な取組について支援を行い、その成果の全国への展開を図るものです。

「先駆的空き家対策モデル事業」

空き家対策に関する市区町村の取組を促進するとともに、全国の空き家対策を一層促進するため、

市区町村等にノウハウの蓄積が十分ではない事務や官民が協力して取組む事業等について、先駆

的に実施される取組を支援し、その成果の全国への展開を図るものです

「空き家管理等基盤強化推進事業」

 全国の地域において増加している空き家が適正に管理され、又は状況によっては活用（売買・

賃貸）され若しくは解体される全国的な仕組みの構築を図る観点から、地方公共団体を主体とし

た多様な主体の連携による地域の空き家の適正管理を支援する空き家管理ビジネスを育成・普及

する事業を行おうとする者に対し、郁がその実施に要する費用の一部を補助するものです。



福祉まちづくりセッション
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2019 年建築士会全国大会北海道大会 福祉まちづくりセッション

テーマ 『 全国の観光バリアフリーと建築士について 』

――ハード整備とソフト対応のわかる建築士の育成

バリアフリーの観光地、地域づくりにおける建築士の役割――

  日 時  2019 年 9 月 21 日（土）10 時～12 時

  会 場  函館アリーナ 1F 多目的会議室Ｂ  

 全国のバリアフリーの施設整備は、各自治体の福祉のまちづくり条 例により一定の成果を上げてい

ます。ところが、高齢者や障がい者 の身近な小規模店舗や既存施設（社寺等含む）は取り残されたま 
まの状態で、大きな課題となっています。また、条例でハード面の整 備が進む一方、ソフト面の対応

の遅れが問われてきていますし、オリンピック・パラリンピック他海外から訪れる観光客などへの対

応も迫られています。

 高齢者や障がい者、外国の方々が安心して訪れることができる 観光地づくりの取り組みとして、10
年ほど前から全国各地で活発化 している「観光バリアフリー」の取り組みは、観光にとどまらず、日

常の身近な小規模施設や社寺等既存施設のバリアフリー化にも繋がり、しかもハードだけではなくソ

フト対応にも広がり、旅行者だけでなく、 地域に住む人たちにとっても大きなメリットとなると捉え

られています。 多くの人たちが訪れること、街に出て利用することこそバリアフリー化 推進の確かな

道なのです。

 われわれ建築士の役割として、地域の観光・宿泊・飲食・交通 施設等の点・線・面的なバリアフリ

ー調査の企画・実施・報告、改 修のアドバイス等が考えられますが、そのためには、ハード整備とソ

フト対応のわかる建築士の育成と福祉まちづくり活動への参画が求め られます。そこで、福祉まちづ

くりセッションでは、「観光バリアフリー」の推進 元である国土交通省観光庁の方をお招きして、皆

さんと学び、語り合えるセッション開催したいとを考えています。

全国の建築士の皆さんの地域の「観光バリアフリー」の力となることを願っています。

◆第一部 全国建築士会の福祉まちづくり活動報告

  福祉まちづくり部会 部会長 中村正則

１．やさしいまちづくり（バリアフリー・ユニバーサルデザインのまちづくり）関連
①沖縄士会  おきなわ観光バリアフリー推進事業

②島根士会  NPO 法人ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄゆうあい 2018 年度観光バリアフリーに関わる事業

③宮崎士会  宮崎県 HP『みやざきバリアフリー情報マップ』改訂企画提案

④三重士会  宿泊施設のバリアフリー法改正を見据えた勉強会

⑤北海道士会 建築士による野幌高校への出前講座『バリアフリーなまちづくり』

⑥山梨士会  福祉まちづくり分野、20 年の取り組み

２．やさしい住まいづくり（高齢者等の住まいづくり）関連
①新潟士会  『新潟福祉まちづくり研究会』発足キックオフミーティングの開催

②北海道士会 理学療法士・作業療法士との交流会

③東京士会  特別養護老人ホーム、車いす対応リフォーム住宅の見学

④岐阜士会  毎月開催の各種研修会

⑤群馬士会  福祉まちづくり部会の勉強会

⑥秋田士会  『福祉まちづくり部会』キックオフミーティングの開催

⑦千葉士会  『福祉まちづくり小委員会』を設置・始動（女性委員会内）

⑧高知士会  『いたわり住宅研究会』（女性委員会）の住宅相談会

⑨連合会 建築技術教育普及センター助成事業『建築士と医療･介護専門家との連携推進』

⑩連合会 日本医師会等と連携して地域包括に住宅の専門家を配置

建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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◆第二部 セッション・プログラム

１． セッションの趣旨説明、パネラーの紹介 田中隆一（島根士会） 

２． バリアフリー観光の趨勢と観光庁（国）の施策の紹介 多田浩人課長（観光庁）

・ ユニバーサルツーリズムに関する国の政策上の位置付け
・ 高齢者・障害者の旅行者の最近の動向
・ 観光庁の取組（バリアフリー補助金・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ促進事業・情報発信ﾏﾆｭｱﾙ）

３． 事例紹介 バリアフリーの観光地づくりに向けて建築士にできることは？ 
  （※建築士が果たしている役割を中心とした話） 

①日本バリアフリー観光推進機構と全国的なバリアフリー観光の動き 田中隆一

②ふくしまバリアフリーツアーセンターの取り組み 佐藤玲子 

③伊勢志摩バリアフリーツアーセンターの取り組み 中山めぐみ 

④各地のバリアフリーツアーセンターの取り組み紹介（松江、鳥取、沖縄、佐賀他）田中隆一

４．ディスカッション 

  テーマ 『バリアフリー観光地づくりを加速する制度的な枠組みは？』 

・コーディネーター：田中隆一 パネリスト：多田浩人課長、佐藤玲子、中山めぐみ

①施設バリアフリー改修補助の制度と、事前の建築士アドバイスについて

②バリアフリー調査、マップづくり、（個別相談、コーディネート）

③建築士の職能の拡大、意識の転換

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
◆パネリスト紹介

国土交通省 観光庁 観光産業課 多田浩人課長 

佐藤玲子(建築士) ＮＰＯ法人ふくしまバリアフリーツアーセンター 副理事長 

中山めぐみ(建築士)ＮＰＯ法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 事務局、建築担当 

◆セッション コーディネーター紹介

田中隆一(建築士) ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい（松江／山陰ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾂｱｰｾﾝﾀｰ）代表理事  
ＮＰＯ法人日本バリアフリー観光推進機構事務局
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

５．おわりのあいさつ 福祉まちづくり部会 部会長 中村正則

建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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山梨士会

北海道士会

建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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島根県建築士会／ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい 
田中隆一 

日本バリアフリー観光推進機構と全国的なバリアフリー観光の動き 

●障がいのある方の旅行を、訪れる観光地の側で支援するという取り組み

・今までは、障がいのある方が旅行するというのは、とても大

ごとだった。行く先の情報がない、行った先のサポートがな

い、など。 
・旅行会社の側でサポートするという考えに対して、地域の側

で、バリアフリーの基盤整備、サポート体制をつくっていくと

いう考えがある。 
・１５年ほど前からはじまった、バリアフリーの観光地づくり

という取り組みが、民間主体で起こっており、各地に広がりを

見せている。 

●各地のバリアフリーツアーセンターの果たしている役割

・その地域の観光施設、宿泊施設、飲食施設、交通機関、道路等のバリアフリー情報を調査、情

報発信（ウェブから、バリアフリーマップ、ガイドブックを通じて） 
・その地域を旅行したいという障がいのある方に対しての問い合わせ対応（電話、メール） 
・その地域に旅行で訪れる障がいのある方に人的な介助サービスを提供、機器のレンタル 
・その地域の観光施設、宿泊施設に対して接遇研修を実施 
・観光施設、宿泊施設などのバリアフリー改修について、建築面、設備面でのアドバイス 
・センターの母体：観光協会系／旅行会社系／障がい者支援事業所系／独立系／ 
・各団体において、建築士が含まれている、または連携しているという団体は半数ぐらい 

●全国のネットワークづくり

・全国でバリアフリー観光に取り組む団体と、その

ネットワーク、行政とのつながり 
・毎年開催されるバリアフリー観光推進全国フォー

ラム 
・全国バリアフリー旅行情報サイト、アクセシブル

ジャパンサイトの運営 

建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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年度建築士会連合会 函館大会 福祉のまちづくりセッション

福島県建築士会福島支部 佐藤玲子

●テーマ：障がい者と建築士がペアで施設のバリアフリー化アドバイス ―最強のふたりー

●内容（パワポデータを ～ 枚程度を想定）

①ふくしまバリアフリーツアーセンター活動紹介
当センター役員構成紹介（各障がい当事者６人、建築士 人、観光関係者 人、まちづ

くり関係 人、介護士 人、特別支援学校教職者 人）

②活動の１つ、施設のバリアフリー化アドバイス事業

障がい者と建築士がペアで施設のバリアフリー化のアドバイスをする

―最強のふたりー

障がい当事者（ふくしまバリアフリーツアーセンタースタッフ）の実績

センター開設当初から今まで 年間、障がい者や高齢者に、

件余の観光バリアフリー情報を案内対応してきた。

対象者は何を求めているか？どんな潜在的需要があるか？を知っている！

建築士
バリアフリーツアーセンターの障がい当事者と、バリアフリー調査など一緒に活動。

対象者が何に困っているかを熟知。

バリアフリーの建築的解決方策、納まり、商品知識がある。

相談の流れ

事例 ：部分改修（手摺取付程度）アドバイス 古い共同浴場（市が管理者）

事例 ：全面改修（１室）、施主サイドで依頼された設計者が設計中にアドバイス

⇒完成後、お客様（障がい者）からのクレームが少ない

③バリアフリー化アドバイスで心がけていること

ユーザーエキスパート

設計者はユーザーの１人に過ぎない

「障がいのある人･高齢者本人に聞く」プロセスが重要

障がいのある人･高齢者が使いやすい＝ 誰もが利用しやすい

平面図･展開図に車椅子を入れた設計を提案
⇒図面の段階で、障がい当事者がアドバイスしやすくなる、設計者の理解も進む。

建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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年度建築士会連合会 函館大会 福祉まちづくりセッション

集客 倍を実現した旅館にみる観光バリアフリーの可能性と自治体によるバックアップ

伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 中山めぐみ

「観光バリアフリー」が福祉的な考えと異なるところは、使いやすく改修することがゴールではなく、そこに観

光客を呼び込むことによって、地域の活性化、および自分たちの住みやすいまちづくりの２つを同時に実現

することを目指していることです。

伊勢市には、伊勢志摩バリアフリーツアーセンターの監修によってバリアフリー改修をしたことで、実際に集

客 倍を実現した旅館があります。和風旅館にユニバーサルルーム設置という最初のニュース性により、新

聞に載り、テレビニュースにも出、ユニバーサルルームを必要とする方だけでなく一般のお客様もどんどん入る

ようになりました。全館改装したわけではなく、今でも、ユニバーサルルーム以外の一般のお部屋は畳の和室

でトイレは共同、という昔ながらの客室なのですが、逆にそれがレトロだと人気で、最近は外国の方の宿泊も

とても増えているそうです。

まさに、バリアフリー改修を行って集客がアップすることにより旅館と地域の経済が回り、かつ、ユニバーサル

ルームを必要とする方々が地域を観光することにより、地域住民のバリアフリーに対する意識づけにも繋がっ

ています。

また、この改修にあたっては、根底に伊勢市のバリアフリー改修に対する補助事業があったことも見逃せま

せん。

バリアフリー基準を独自に設ける、という画期的な判断をしたことで改修のハードルを下げ、利用しやすい

事業となり、有効な活用がなされました。事業成功に至ったさまざまなしくみについてもご紹介します。

建築士会全国大会  北海道大会 福祉まちづくり部会
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防災まちづくりセッション
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平成３１年度 防災まちづくり部会行動計画

（公社）日本建築士会連合会 防災まちづくり部会長 佐藤 幸好

■ 各建築士会「防災まちづくり部会」の運営について

目的、基本方針は各士会共通とし、活動の展開は各士会の実情を踏まえ逐次実施する。

１．建築士会「防災まちづくり部会」活動の目的

地元の自治体が抱える防災まちづくりに係る実践的課題や、その課題に対処する自治体との連

携事業、また防災関連の政策提言等の活動から、今後、自治体との連携事業の制度化に向けた活

動を展開する。

２．建築士会「防災まちづくり部会」活動の基本方針

明日にでも発生する災害に向けて、建築士会として自治体との連携が可能な防災まちづくり活

動について、大分大会以降のセッション会場で参加者の意見も交えながら議論を行った。その中

からは、自治体の抱えている職員不足の実態が明らかになり、被災前から被災後に自治体職員が

対処しなければならない防災まちづくりの課題に対して、私たち建築士にその補完と連携が求め

られていることも明らかになった。建築士の基本的な役割には、住まいや生活環境づくりを通し

て地域住民の暮らしを支える大きな責任がある。だからこそ、防災まちづくり部会は、以下の項

目を活動の基本方針とする。

① 災害時の迅速な復旧復興活動の実施には、平常時から建築士・建築士会が地域や行政と、下

記被災前からの活動による「普段付き合い」を実施する。

② そして、被災後の活動を担保する「事前の備え」としての自治体との協定締結に向けた活動

③ を各建築士会で実施する。

自治体との連携が可能な防災まちづくり活動

応急仮設住宅・集会所・生
活利便施設等の計画・整
備

地域型復興住宅等の検討、
地域の住宅生産体制確保
などの支援

災害公営住宅の供給計
画・建設推進に係る支援

被災前

事前復興計画として、応
急仮設住宅地のマスター
プランづくり支援

普段づかいができる先行
高地移転施設（避難場所・
住宅）の整備

避難所や被災住宅での二
次被害を防止する応急危
険度判定活動

被災直後～被災後、数週間から数ヵ月

被災後、数ヵ月～数年

既存建築物（住宅・避難場
所）の耐震化の促進

家族でつくる住宅での避
難計画（ＦＣＰ）の促進

仮設住宅・復興住宅の生
産供給体制の組織化

避難路上の危険因子（老
朽空家・ブロック塀）の改
善

応急修理方法や耐震補強
方法等の住宅再建への技
術的支援

被災者への生活再建のた
めの住まいの相談支援
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■ 各建築士会との連携による活動

１．「建築士会事前防災活動指針」の更新・拡充作業

① 目的：熊本地震において、熊本士会を中心に建築士会が実施した復旧・復興支援策を再整理し、

今後の大規模地震による災害時における同様の活動の円滑な拡大を視野に、建築士会が講ずべき

事前の施策及び行政等に対する提案事項をまとめた同指針の普及を図ると共に、この更新及び拡

充を図る。

② 内容：指針に記載している以下の活動について、各県の取組状況や被災県の対応状況等

から、実施依頼者、実施時期・期間、実施体制、実施経費の負担、実施の問題点・課題等を調査・

整理すると共に、その内容を更新及び拡充する。

① 応急危険度判定

② 罹災証明等

③ 被災者の住宅相談

④ 歴史的建造物の被災調査・復旧支援事業

⑤ 木造応急仮設住宅の建設

⑥ 木造復興住宅の建設

⑦ 住宅復旧

⑧ 高台移転等

２．日常的な災害における「被災住宅復旧マニュアル」の更新・拡充作業

① 目的：各地で日常的に発生する台風や大雨等の災害で、被災した住宅所有者に対する生活再

建の迅速な対応が必要なことから、昨年「被災住宅復旧マニュアル」を相談のツールとして作成

した。このマニュアルの作成後も、西日本各地で大きな風水害が発生した。そこで、被災した県

の復旧対策を参考に、被災の実態に即したマニュアルにするために内容の更新や拡充を図る。

② 内容：特に、被災住宅復旧手法の項目について、被災状況に即した復旧方法や注意点を

整理しよりきめ細かなマニュアルとなるように更新や拡充を図る。今年も発生するであろう風水

害の状況や対策を精査し、９月に開催の全国大会において参加者等の意見を聴取し、「全国版被災

住宅復旧マニュアル」をまとめる。

３．「木造応急仮設住宅供給に係る建築士会等」連絡会議の拡大

①目的：一昨年、木造応急仮設住宅（以下、「木仮設」）「木仮設」の供給に関する連絡会議を設置

し、その供給体制構築の検討を行っている。現在、和歌山県建築士会を事務局として、連合会と

共に多くの建築士会が参加して協議、情報交換を行っている。今後は、広域連携を目指す意味か

らも、より多くの単位士会の参加促進を図る。

行動計画実施スケジュール

月 、 日 部会行動指針の協議（まちづくり会議）

月～ 月 アンケート調査・まとめ

月～ 月 各県の活動状況や被災県の状況調査

月 日 事前防災活動指針等の協議（全国大会函館大会セッション）

月～ 月 指針やマニュアルの更新・拡充作業
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●防災まちづくり部会セッション内容

ステップ 1：主旨及び行動計画（15 分） 
一昨年に策定され、連合会の HP に掲載されている「建築士会事前防災活動指針」や「風水害

等による被災住宅復旧マニュアル」は、決して最終成果品ではない。本日のセッションでは、各

士会や参加者が指針やマニュアルを活用、活動を展開した結果から明らかになった問題点や課題

について協議をし、今年度中に、指針やマニュアルの更新や拡充を実施したいと考えている。ま

た、本年度の防災まちづくり部会の行動計画について説明する。 
・（公社）日本建築士会連合会 防災まちづくり部会長 佐藤幸好 

ステップ 2：アンケート結果と傾向について（15 分） 
防災まちづくり部会では、今年 6 月「建築士会事前防災活動指針」に記載の①～⑧について、

各県の建築士会と行政機関との協定状況等を把握するために、アンケート（別紙）を実施した。

また、今後の部会活動の展開のために、各県での活動の取組状況を報告頂いた。今回は、その結

果と傾向について中間報告をする。 
・（公社）日本建築士会連合会 まちづくり委員 岸武信行 

ステップ 3：事前防災活動や被災後の取組事例（60 分） 
一昨年、木造応急仮設住宅の供給に関する連絡会議を設置し、その供給体制構築の検討を行っ

ている。ここでは、事務局を担っている和歌山士会の取組と共に、隣県の徳島士会の取組を報告

して頂く。さらに、昨年の西日本豪雨災害においては、中四国地域でも多くの住宅が被災した。

埼玉大会では岡山士会に被災状況とその対応について報告して頂いた。今回は、愛媛士会から被

災の状況と共に、愛媛県における災害対策の課題を中心に発表して頂く。

・和歌山県建築士会 副会長 中西 重裕（ 分）：応急木造仮設住宅（県内の施工体制の整備）

・徳島県建築士会 副会長 矢部洋二郎（ 分）：応急仮設住宅の配置計画マニュアル

・愛媛県建築士会 常務理事 大西 勝秀（ 分）：豪雨災害における愛媛県の取組

ステップ 4：質疑応答（30 分） 
３県の活動事例を通して、明日にでも発生する災害に向けて、建築士会としてどのような「普

段付き合い」「事前の備え」が必要かと共に、復旧復興に向けての課題について会場参加者の意見

も交えながら話し合う。 
・進 行：防災まちづくり部会長 佐藤幸好 
・オブザーバー：（公社）日本建築士会連合会副会長 山中保教 
・発言者３名：中西重裕氏、矢部洋二郎氏、大西勝秀氏 

〇セッション運営担当

・受付全般：連合会事務局 ・全体進行：連合会まちづくり委員 岸武委員 佐藤部会長

・記録（写真・ビデオ）：部会地域リーダー 坪倉氏（島根）、石井氏（愛知）、児玉氏（山口）

・会場準備及び受付誘導：高橋真美 函館支部（道統括：山田真澄）
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●アンケート結果と傾向について （ 都道府県中 都道府県の回答）

（公社）日本建築士会連合会 まちづくり委員 岸武信行

Ⅰ 応急危険度判定の協定について

協定を締結について、締結済・予定あり・予定なしの選択と具体的内容等

件 避難施設及び防災上有効な施設の安全確認

民間応急危険度判定士招集、応急危険度判定についての協定が多い

件 応急危険度判定士の招集、応急危険度判定

件 災害が地元で発災した場合の対応ができない

Ⅱ 応急危険度判定士の活動について

■ 講習会の開催 開催は ％、資格の更新は 有り： ％、申告： ％、無し： ％

■ 判定士名簿の管理 都道府県： ％、建築士会： ％、その他： ％

■ 判定士の訓練 特定行政庁との共催・士会単独： ％、無し： ％

Ⅲ 罹災証明等（住家被害認定調査）の支援協定について

件 災害協定書と共に、発行対応補助

件

件 市町村からのオファーが無い

Ⅳ その他（指針の③～⑧の項目）の防災関連支援協定について

件 災害時における被災者支援活動、住宅相談、

災害時における応急仮設住宅の建設に関する協定

件

件 特定行政庁と未協議、依頼が無い為

Ⅴ 各県での防災まちづくり活動の取組状況について

■ 活動の紹介

耐震改修促進に向けた設計の研修（愛知）、机上訓練とコーディネーター研修（北海道）

耐震促進の関連団体連携（石川）、備える防災啓発（広島）、木造応急仮設モデル建設（鹿児島）

■ 今後の活動予定

木造住宅耐震診断員派遣、市民防災会議への参加、木造仮設住宅供給体制の確立

震災で経験した反省点・提言を小冊子にまとめる

Ⅵ 連合会防災まちづくり部会について

■ 部会行動計画について

行動計画をもとに活動検討を行い二重三重のセーフティーネットを自治体との「普段づきあい」

の中で培い、連合会を通しての提言、各県の活動状況がわかると励みになる。

■ 今後取り組むべき活動

各都道府県の取組が見えてきて、連合会から情報発信されたものを広報し浸透させていくか。

ネットワークからの情報共有による「事前の備え」の確立させていくことが重要。

70%

11%

19% 締結済

予定あり

予定なし

19%

4%

77%

締結済

予定あり

予定なし

35%

0%
65%

締結済

予定あり

予定なし
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●応急木造仮設住宅（県内の施工体制の整備）

（一社）和歌山県建築士会 副会長 中西重裕 
１）災害時の木造応急仮設住宅の建設に関する協定 
昨年 5 月 9 日に和歌山県と和歌山県応急木造仮設住宅建設協議会は「災害時の木造応急仮設住

宅の建設に関する協定」を締結した。和歌山県応急木造仮設住宅建設協議会は全国組織の全木協、

木住協と地域の和歌山県木造住宅生産体制強化推進協議会の三団体で構成されている。本年 7 月

26 日に令和元年度和歌山県応急木造仮設住宅建設協議会総会を開催し、各団体の木仮設図面・仕

様書・見積書を取りまとめ県へ提出する事としている。 

２）和歌山県木造住宅生産体制強化推進協議会の施工体制整備 
木仮設の経験がない県内の組織の体制づくりが課題で、和歌山県木造住宅生産体制強化推進協

議会の施工体制整備のため、県内で 11 の幹事工務店を選考し、幹事工務店の元に 2〜3 の副幹事

工務店を決め、2 月 27 日に応急木造仮設住宅の経過説明会を実施した。参加者の中で、木仮設を

建設の体験要望が多かった。具体的な訓練として本年、国交省の「地域に根ざした木造住宅施工

技術体制整備事業」に応募した。目的は、和歌山県では想定される南海トラフ巨大地震で 8 万戸

の仮設住宅（借上げ住宅を含む）が必要とされている。被災者が入る仮設住宅をプレハブのみで

はなく、木造仮設住宅をできるだけ多く供給できる体制が必要。その建設を担う工務店等の組織

化を進めているが、建設時の大工職人の事前技術習得が建設促進の大きな課題。また被災後地域

の施工技術者は従来の顧客への対応が優先されるため、大工職人以外の内装工などを活用、金物

工法による木仮設を建設し供給量を拡大するため、躯体組み立て訓練を実施する事になった。 
３) 地域に根ざした木造住宅施工技術体制整備事業 
躯体組立訓練の実技は 10 月に田辺市、12 月に和歌山市で実施する。組立訓練のモデルタイプは

9 坪＋3 坪物置＋9 坪の合計 21 坪タイプで、復興住宅への転換を目指す仮設住宅で行う。座学 1
として、施工マニュアル研修 （工務店 職人向け）を行う。内容として、 木仮設検討の経過、木

仮設仕様書・図面、 木仮設供給計画、金物工法について、木仮設の工程、東日本大震災・熊本地

震の事例を学ぶなどを想定している。 
座学２として、木仮設工事管理者研修（現場監督向け）を行う。内容として、木仮設検討の経

過、木仮設仕様書・図面、木仮設供給計画、工事管理書類の手引き、木仮設の工程、東日本大震

災・熊本地震の事例を学ぶなど想定している。 
これらの研修を通じ施工体制をより充実したものとしていきたい 
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●応急仮設住宅配置計画モデル作成

（公社）徳島県建築士会 副会長 矢部洋二郎 
徳島県は南海トラフ地震事前復興計画として、応急仮設住宅建設予定地の選定を県内 市町村に要

請し、平成 年度末までに、必要想定応急仮設住宅戸数約 戸を建設できる予定地選定の報告

を得ている。次に、 市町村建設予定地の各一か所づつ応急仮設住宅配置計画モデルを作成して市町

村へ提案することとし、その作成業務を徳島県建築士会が受託した。

徳島県建築士会では９地域会の協力を得て、令和元年度は 市町の配置計画モデル作成に取り組む。

将来的には、地元に建築士会地域会会員応急危険度判定士がいて避難所・住宅等の危険度判定ができ

るように、応急仮設住宅配置計画ができる地域会会員が９地域会にいて、発災時、地元に建設する応急

仮設住宅の適切な配置計画作成等に貢献できる仮設住宅発注制度となることをめざしている。

なお、「応急仮設住宅配置」を「仮設住宅の集住体」の意味を込めて、特に「仮設住宅団地」と呼び

かえ、短期間とはいえ、人が集まって住む場所をつくるのだという気構えで取り組んでいる。

この業務で建築士会がひとつの要点と考えていることは、仮設住宅・仮設住宅団地の避難生活等で

発生している孤独死・災害関連死を少しでも減らす工夫をすることである。

深刻な災害関連死亡・救えたはずの命（銀座パートナーズ法律事務所による）

阪神・淡路大震災 ／ 名 ％

新潟県中越地震 ／ 名 ％

東日本大震災 ／ 名 ％

熊本地震 ／ 名 ％

左側が災害関連死亡者数。右側は総数。

避難所、車中避難、在宅避難、仮設住宅、みなし仮設住宅、復興住宅等で発生している災害関連死の発

生原因はさまざまであるが、「仮設住宅での孤独死」という残念な報道も多い。仮設住宅、仮設住宅団

地での生活環境全体の何かが災害関連死に大きく関係しているのである。

国（国土交通省住宅生産課）は、その対策として「応急仮設住宅建設必携（中間とりまとめ）」の中で、

「コミュニティ・要配慮者等への配慮方針の整理」として、

①コミュニティ施設、交通の確保

②コミュニティ等に配慮した入居管理

③福祉仮設住宅 グループホーム型）の建設

④サポート 見守り隊の拠点 施設の建設

⑤配置計画の工夫

の 項目を掲げている。

【平成 年度作業内容】

町建設予定地で配置計画モデルを作成した。

【平成 年度作業内容】

必携 項目を反映した配置計画作成のための＜配置要領（平成 年度版）＞をまとめた。

市町建設予定地で配置計画モデルを作成した。

【令和元年度予定作業内容】

市町建設予定地で配置計画モデルを作成する。

市町での作業による地建を反映して配置要領（平成 年度版）を加筆修正する。
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■配置要領の特色として

要領を使う者のために「仮設住宅団地建設にあたって（ ）基本となる考え方」を示した。

めざすところは「被災したひとたちが生活再建する回復力を育む仮設団地を建設する」こととした。

そのためには、ハードウェア（仮設住宅を含む団地全体）の質的向上そしてヒュウマンウェアの活

用（被災前の日常の公的社会福祉サービスは仮設団地にも必要であること）に気づくことから計画

は始まるとして、仮設住宅団地は平常時の生活の延長線上にあることに気付くことを期待している。

そのため、「入居する高齢者・障害者等のため地域拠点としてサポート拠点を整備する」とした。

仮設住宅団地の必要施設として福祉施設を設定し、「仮設団地の規模にかかわらずサポート拠点を配

置することを基本とする」と踏み込んだ。そして、サポートセンターの運営主体のうち約 ％を担

っている各市町村社会福祉協議会と、平常時から情報交換できる環境であることを強調している。

必携 項目を実現する配置基準を数値基準で表現した。（例：福祉仮設型は一般型 戸に対して

１棟（ 個室収容）程度の比率で建設すること）

配置計画の目標像は「入居者が多様な（いくつかの）住まい方を選択できる仮設住宅団地」とした。

必携 項目は「⑤配置計画の工夫」が他の 項目を具体化させる。その配置計画の工夫とは、最も

大きなところは「コミュニティ維持、コミュニティ生成に有効な配置計画」のことと思われる。

＜被災者が住む集住体のすがた＞被災者が集まって住むための配置計画とはどういう配置が望まし

いのか、被災者が集まって住む仮設住宅団地だからこそ「肩寄せ合って、助け合って住む形態」が求

められている。コミュニティが濃密な人たちが入居して運営する場合の他に、この被災者集住体で

新たにコミュニティ生成に有効な配置計画となるのではないか考え、 つの住区型を提案している。

Ⅰ住区：災害弱者への配慮として、高齢者・車イス使用者・福祉仮設型の住戸群が、サポート拠点

集会所・談話室・仮設店舗等と近接した位置関係にあり、手厚い見守りを受けやすい住区。

Ⅱ住区：東西配置を主とした、日照をはじめとして居住環境として不公平感の少ない住戸配置から

なり、入居者はコミュニティよりもプライバシーを重視する世帯の居住を想定している住区。

Ⅲ住区：ⅠとⅡの中間的な第三の住区。高齢者・車イス使用者住戸等からなる住戸群を床高さレベ

ル（＝駐車場高さ）のバリアフリーデッキで接続することで、第三の住区を作り出す。徳島県の一

般世帯総数に占めるこれらの世帯比率は高いので、バリアフリーデッキでつながっている住区は

県内各所で効果的である。その他、建設用地の地形的特徴に対応することで結果的に特徴ある配

置となる例。（例：細長い建設用地の場合、東西配置とか南北配置を離れて配置せざるを得ない。）

※必要施設（ 坪 戸等）を東西軸配置
の従来型で仮配置した配置。
徳島県要領 年度版を適用した配置計
画へと展開した計画を＜防災まちづくり
セッション＞で示して、意見交換したい
と思っている。
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●愛媛県での豪雨災害の取組について

（公社）愛媛県建築士会 常務理事（事務局長）大西 勝秀 
Ⅰ 西日本豪雨災害での愛媛県の被災状況

１．被災状況

平成 年７月豪雨災害では、梅雨前線の停滞や線状降水帯の発生により、７月５日から

８日の４日間で７月の平均雨量を大幅に超える集中豪雨となり、南予地域を中心に県下各地

で甚大な被害が発生しました。特に、宇和島市、大洲市、西予市、松山市及び今治市では、

土砂災害や河川の氾濫により大きな被害を受け、住家被害は全県で全壊 戸、半壊

戸、床上・床下浸水を加えると 戸（Ｈ 時点）にのぼるとともに、最大で 市

町、 戸が断水するなど甚大な被害が発生しました。

◎住家被害（宇和島市、大洲市、西予市）

（平成３１年４月１日時点 愛媛県調）

２．災害救助法の適用を決定した市町（法適用日：平成 年 月 日 内閣府発表）

平成 年 月豪雨による災害により、多数の者が生命又は身体に危害を受け、又は受けるお

それが生じており、継続的に救助を必要としている状況から、次の７市町に適用された。

・今治市・宇和島市・大洲市・西予市・北宇和郡松野町・北宇和郡鬼北町・八幡浜市

Ⅱ 宇和島市、西予市、大洲市の復興の取組み事例

各市において、被災後、直ちに被災者支援のため、体制を整えたが、被災した住宅の状況把

握、「り災証明」の申込及び「応急修理申込」等の業務を限られた職員が行っており、今後の復

旧・復興に向けた業務は増大するものと考えられた。（他県の自治体から職員の派遣あり）

また、愛媛県建築住宅課から、建築関係団体の協力〔（被災住宅（応急修理）建築相談窓口の

開設・体制整備〕はできないか事前協議があった。

◎応急仮設住宅の建設状況

市 団地名 建設戸数 構造 建設主体

大洲市 徳森公園仮設団地 木造 （一社）全国木造建設事業協会

大駄馬仮設団地 木造 〃

西予市 野村町運動後援仮設団地 木造 〃

明間地区仮設団地 木造 〃

岩木地区仮設団地 木造 〃

宇和島市 吉田西小路仮設団地 鉄骨プレハブ （一社）プレハブ協会

※木造の仮設住宅の建設は、本会会員企業が建築した。（本会会報誌「いしづち」に建設の詳細を掲載） 

※各市の災害について、本会会報誌「いしづち」に会員からの投稿により、詳細を掲載

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

棟数 世帯数 人員 棟数 世帯数 人員 棟数 世帯数 人員 棟数 世帯数 人員 棟数 世帯数 人員

宇和島市

西予市

大洲市



― 69 ―

建築士会全国大会 北海道大会 防災まちづくり部会 

Ⅲ 宇和島市の住宅相談実施の結果と課題

平成 年 月の豪雨で住宅に被害を受けた方からの住宅の補修・再建等に係る各種の相談

に対応するため、相談窓口を設置した。（宇和島市から被災住宅建築相談窓口の設置の要望があ

った。）

１．被災住宅（応急修理）建築相談窓口の開設について

（１）相談所開設場所 宇和島市吉田公民館

（２）相談所設置期間 平成 年 月 日から 月 日まで

（３）相談件数 件（内訳 住宅の安全 件・応急修理 件・被災住宅等相談 件）

（４）相談員の構成 愛媛県建築士会宇和島支部会員 名

他 愛媛県建築士事務所協会会員 愛媛県建設業協会会員）

※国土交通省から、「平成 年住宅市場整備推進等事業費補助金」を受けた。

２．課題

・相談者から、裏山の安全確認、被災証明の申込、応急修理申込等の相談があり、相談員は、そ

れらの受付窓口の案内に時間を要したため、相談所に行政職員の配置が必要であった。

・前記、行政職員の配置について、宇和島市元職員を窓口に配置してもらった結果、スムーズに

相談業務ができた。

Ⅳ 将来にわたる豪雨災害への建築士会の役割と準備

被災住宅（応急修理）建築相談窓口の開設にあたり、一刻を争うこととなった。

今後、豪雨災害は何時、何処で発生するか分からないため、愛媛県、市町及び建築関係団体

等（本会の 支部を含め）に協力を仰ぎ研修会を開催する等、豪雨災害に備え準備が必要と考

えます。

（義援金のお礼）

被災された方々を支援するため、義援金を募集した結果、日本建築士会連合会、建築士会東

海北陸ブロック会、建築士会中国四国ブロック会、北海道建築士会、沖縄県建築士会及び愛媛

県建築士会会員の皆様方より義援金を頂きました。集まりました義援金は、愛媛県へお贈りし、

被災された方へお届けして頂くこととなりましたことを報告いたします。ありがとうございま

した。

大洲市徳森公園仮設団地 被災住宅（応急修理）建築相談窓口
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●参考資料（各士会活動参考シート）：防災まちづくり部会の活動を紹介するシート



環境部会セッション
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環境部会セッション 
SDGs の環境まちづくりにむけて 

～自治体主体で低炭素型定常社会を創りあげる～ 

昨年の大会では CO₂排出量の削減という目標のもと、建築物省エネ法に関わる調査から地域の声を汲

み上げることがいかに重要か、地域の自主性を大事にするプロセスを今後とも進めていくことを確認

しました。一方 SDGs において人口縮減社会でも、地域の歴史、風土を生かして定常社会を創りあげ

る方式を探し、その中にものつくり力、発信力を高める試みがいくつかの自治体で生まれています。単

位建築士会でもサステイナブルな 17 の開発目標に関連する活動が行われています。 
今大会ではその関連性を明らかにして、自治体とともに今後の各地の単位士会の会員が地域の温暖化

対策と人口縮減社会への対応のどのように力を尽くすことができるか SDGs を主題として熱く語り合

う場といたします。 

日時 ：2019 年 9 月 21 日（土）10：00～12：00 
場所 ：函館アリーナ１F 多目的会議室 A 
セッション内容  
１．SDGs の説明（8 分） 中村 勉（日本建築士会連合会環境部会部会長）

２．SDGs の実現に向けた各自治体の取組み （各15 分） 
① 長野県の SDGs まちづくり 高木 直樹（信州大学） 
② 北海道下川町の SDGs まちづくり 春日 隆司（しもかわ森林未来研究所） 
③ 北海道ニセコ町の SDGs まちづくり 山本 契太（ニセコ町役場）

３．会場との意見交換 （65 分） モデレーター 糸長浩司（日本大学） 

４．総括・閉会の言葉 （2 分） 篠 節子（日本建築士会連合会環境部会副部会長）
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～ の取り組み報告者プロフィール～

 
長野県の まちづくり―――――――――――――――――――――――――――――――――

高木 直樹（たかぎ なおき）

勤務先：国立大学法人信州大学工学部建築学科名誉教授・特任教授

所属団体：長野県建築士会・自然エネルギー信州ネットなど

個人・団体としての活動経歴：建築物内の環境測定と省エネルギー化、

熱中症対策などの研究、都市環境の実測調査、リモートセンシング解

析、コンピューター解析をしている。

温室効果ガス排出量に関する調査・解析を行い、削減策の提案を行っ

ている。

長野県環境エネルギー戦略～長野県地球温暖化防止県民計画～策

定に関与した。

北海道下川町の まちづくり――――――――――――――――――――――――――――――

春日 隆司（かすが たかし）

勤務先： 法人しもかわ森林未来研究所

個人・団体としての活動経歴：北海道生まれ。大学卒業後下川町に奉

職。以後、現在まで一貫して持続可能な地域づくりに携わる。

年北海道開発局農業水産部（出向）。

年アメリカモンタナ州立大学（留学）

ホリスティック・リソース・マネージメント専攻。

下川町においてオフセットクレジット・森林バイオマス・自然資

本・炭素会計・産業連関・バイオビレッジ構想制度導入等に係る。

年から地域活性化伝道師（内閣府）。

年下川町環境未来都市推進本部長。

年からＮＰＯ法人しもかわ森林未来研究所研究員。

北海道ニセコ町の まちづくり―――――――――――――――――――――――――――――

山本 契太（やまもと けいた）

勤務先：ニセコ町役場

所属団体：ニセコ町役場企画環境課長

個人・団体としての活動経歴

平成元年にニセコ町役場に入庁。

平成 年 月、ニセコリゾート観光協会に出向し全国初の観光協会の

株式会社化に参加。

平成 年４月から現職。 未来都市、環境モデル都市として、資

源・経済・環境の循環による持続可能なまちづくりを進めています。
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日本建築士会連合会環境部会 部会長――――――――――――――――――――――――――――

中村 勉（なかむら べん）

勤務先： 中村勉総合計画事務所

所属団体：（一社）日本建築学会、 公社 日本建築家協会、

（一社）東京建築士会、（一社）東京都建築士事務所協会

（一社）公共建築協会、 公社 こども環境学会

個人・団体としての活動経歴： ～ 環境行動ラボ代表、

現在：低炭素社会推進会議代表議長。 メンバー。

環境建築コンサルタント 年以降、環境立国戦略部会、住まいと

住まい方推進会議委員など政府環境政策委員を務める。 年に

は 環境行動ラボ代表として環境省エコハウス整備事業に参画。

年 ･ の東日本大震災後に低炭素社会を被災地にと運動し、浜

通りで自然エネルギーで十分に脱原発が可能と福島県に提言。 年

の小さな世界で自給自足する環境建築・都市を提案している。

日本建築士会連合会環境部会 副部会長―――――――――――――――――――――――――――

篠 節子（しの せつこ）

勤務先：一級建築士事務所 篠計画工房

所属団体：（一社）東京建築士会、（公社）日本建築家協会、（一社）日本

建築学会、 木の建築フォラム

個人の活動経歴：（公社）建築士会連合会 環境部会 副部会長、（一社）

東京建築士会理事、環境委員会委員長。

地球規模に及ぶ環境問題・人口問題・経済の閉塞を抱えている現代社会

において建築士の立場から地球的視野に立ち問題解決に努めると共に次

世代の為の活力を生み出す建築・地域・社会創りが必要あると思巡らす。

研鑽しこれまで培ってきた経験を生かして社会貢献を心がけ、自立循環型

社会・低炭素社会の構築の研究と啓蒙活動を行っている。

モデレーター ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

糸長 浩司（いとなが こうじ）

勤務先：日本大学生物資源科学部、特任教授

所属団体： 法人エコロジー・アーキスケープ、理事長

個人・団体としての活動経歴：

環境共生型で住民参加型の村づくり、まちづくりの研究と実践活動。建築

学、環境学、農学、生態学を統合したパーマカルチャーを研究し、世界の

エコビレッジ研究活動。

以後は、放射能汚染実態解明、二地域居住提案、長期的な復興

再生計画提案。 まちづくりでは 未来都市認定の町の指導をし

ている。
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地域での建築・まちづくりに「SDGs」をいかに組み込むか 
モデレーター 糸長浩司 

（日本大学生物資源科学部特任教授、 
日本建築学会 SDGs 対応タスクフォース幹事・地球環境委員会委員長、 

低炭素社会推進会議幹事、NPO 法人エコロジー・アーキスケープ理事長） 
 

 
■SDGs の背景 

1992 年ブラジル・リオでの「地球環境サミット」から 23 年後、国連は 2030 年を目標年と定め、

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」（「SDGs」（サステナブル・デベ

ロップメント・ゴールズ））を、2015 年に合意した。人類にとっての総合的な命・暮らし・産業・社会・

公平参加の目標を掲げ、国、民間での行動の促進を宣言した。飢餓・貧困の解消、地球温暖化に対する

対策、多元的な人々の参加による持続可能な社会の構築は必至である。1995 年以降、「ローカルアジェ

ンダ」や「ミレニアム開発目標（MDGs）」と、地域環境問題、貧困・子ども救済等の世界的行動が進

められたものの、まだ数多くの課題を残し、より深刻になってきている。その中での国連での SDGs の

合意は意義があり、個々の地域での取り組みがより求められている。 
世界的には、戦争、内乱、経済紛争、新自由主義経済の横暴や世界的な富の格差等の課題はより深刻

となっている。この状況下での SDGs の合意とその行動によって、どれだけ公正で平等で持続可能な

世界を創造していけるのかの途上である。しかし、待ったなしでの行動が必要なことは確かである。

SDGs は、国際的に、地域社会、企業、NPO・NGO の多様な行動主体の協働目標となりつつある。2019
年 8 月に東京で開催された「SBE（サステナブル・ビルト・エンバイロメント）」国際会議でも SDGs
と建築・まちづくりは主要なテーマであり、各国の建築・都市づくりで関連した研究・企業・NPO・

行政との協働による研究と実績の発表があった。 
SDGs は非常に網羅的であり、個々の国や活動主体は各々出来ることを選定し、目標像を決めそれを

計画的に推進することとなる。全般的な強制力より選択性が重視されている点、参加数が多いことは

期待される一方で、どこまで 2030 年の理想的未来を獲得できるか課題は大きい。17 の目標ごとにい

くつかのターゲットが設定され、合計 169 のターゲットが設定され、評価のためのインジケータが用

意されている。国際的な SDSN（持続可能な開発ソリューション・ネットワーク）と独ベルテルスマ

ン財団による「SDG インデックス&ダッシュボード レポート」（2018 年版）では、日本の評価は 15
番目（156 カ国）で、2017 年の 11 位より低下した。５．ジェンダー平等、12．つくる責任つかう責

任、13．気候変動に具体的な対策、14．海の豊かさを守ろう、17．パートナーシップで目標達成が低

いと評価された。 
SDGs は、世界の人々が誰も取り残されず、幸せな環境で生き、暮らし、働くことを目指している。

温暖化に伴う異常気象による災害の多発、貧富の差を伴う厳しい生存環境を人類全体で改善していく

行動宣言でもある。世界共通の目標実現に向けて、各国、各分野で出来ることを積極的に実行してい

く、個人だけでなく、協同で、地域を挙げ、各分野が連携し、民間と公共が協力し、企業・NPO 法人・

行政の連携による取り組みも期待されている。このような中で、建築士、単位士会、建築士会連合会の

役割もより期待される。 
 



― 77 ―

■「人新世」 
「SDGs と地域の建築・まちづくり」を述べる前に、地球レベルでの地質学的時代認識についての最

新の考え方を紹介する。地球環境と人間の危機的関係性を提示する言葉として「人新世」（じんしんせ

い）が使用され始めている。人間営為が地球自然環境を改変しすぎた結果として、完新世は終わり人新

世が到来し、不安定な地球環境との継続的付き合いが始まるというものである。新しい地質時代を想

定することが真面目に世界的な地質学分野で検討されていると同時に、人文科学、哲学分野でも主要

なテーマとなっている。哲学者の篠原雅武は、仏の哲学者のカンタン・メイヤーの『有限性の後で』を

引用して、「宇宙の起源（135 億年前）、地球の形成（45.6 億年前）、地球上の生命の起源（35 億年前）、

人類の誕生（ホモ・ハビリス、200 万年前）・・・。」（『人新世の哲学』p7）とし、人類が誕生する以前

の宇宙的実態を語った後で人新世の時代に至っていると述べる。ノーベル賞を受賞者のパウル・クル

ッツェンは、2002 年の『ネイチャー』誌で、過去三世紀間で人間の地球環境に及ぼす影響力が高まり、

人間の排出した CO2 が地球気候を大幅に変動させた結果として、今後何千年の間、大規模な気候変動

が続くだろうと予測した。その結果として「人新世（anthropocene）」という新しい地質学用語が必要

と提案された。一万年～一万二千年の温暖な時代である完新世に代わる時代として。この主張は世界

的な思想界に影響とショックを与えたという。 
産業革命以後の異常で急激な人間活動は、地球環境の地質学区分を変更する影響力があったという。

落ち着いた温暖的地球環境の時代であった完新世は終焉した後、異常気象が不定期的に起こる、寒暖

の差が極端に起きる、海面上昇が進む。主に地球大気圏の異常がその主要な原因となり、大気、対流、

海流の不安定な状況が継続的に起きるという地球環境不安定の時代に突入した。今まで人間生活、社

会生活、社会経済行為を支えてきた母なる地球自然の当たり前の優しい存在は過去のものとなりつつ

ある。「人間がその目的を行う対象として、素材としての自然」は、有効に活用できる自然を超えて、

人間生活、人間行動に強い厳しい影響を及ぼすものとして現れた。多少の無理を人間が行っても、それ

を受け入れ、人間の吐く毒を浄化してくれる「母なる地球」は、人間の行為により病み、人間のワガマ

マナ行為を受け入れがたくなってきている。結果として、今までの完新世の時代に人間の行為が許さ

れなくなってきている。地球温暖化等の問題の深刻さは、ここまできているという認識が、人新世の概

念提示にはあるといえる。 
過去 3 世紀の間に人口は３倍、家畜の数は 14 億、市街地は過去 1 世紀の間に 10 倍、人類の数世代

の間に数億年で地球が蓄積し化石資源を燃焼し二酸化炭素の排出、その量は1年間で160テラグラム、

それは海からの自然放出の 2 倍、地球上の地表の 30～50%は人間活動で変容し、地上のエコシステム

で固定される窒素の量より化学工場で生産される窒素肥料の量の方が大きく、熱帯雨林の種の絶滅率

を千から一万倍に増大させ、二酸化炭素は 30%以上、メタンは 100％以上増加したと指摘される。 
化石エネルギーが将来的には枯渇するなかで、カーボンニュートラルとしてバイオマスエネルギー

への期待はある。しかし、一方で「エネルギー純益」という考え方からのチェックも必要となってい

る。あるエネルギーを生産するのに必要なエネルギーを除いたエネルギーとしての純粋な使用量を「エ

ネルギー純益」という。化石エネルギーは非常にエネルギー純益の高いものであるが、バイオマスエネ

ルギーは低い純益となる。エネルギー化するまでの間に多くのエネルギーを使用するためである。こ

の視点から考えると、よりエネルギー純益の高いバイオマスエネルギー開発は必至となる。化石エネ

ルギーは完新世における人類に与えられたエネルギーの宝ものであったことは間違いない。その自覚

がないまま、非常に短期間で使用しつつくすという人新世の前期の残した課題は大きい。 
人新世は地球温暖化低減対策を超えて、異常気象への適応策、適応型都市構築、適応型ライフスタイ

ルの構築を要求してくる。 
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■全国市町村区長の環境危機に対する意識 
糸長研究室では、低炭素社会推進会議での震災タスクフォースの研究の一環として、2017 年末に全

国の市区町村の全首長（1742 人）への温暖化対策、気候変動に関する記名アンケート（回答率５１％）

を実施した。 
温暖化対策を重視し実施した自治体は 45%に達し、人口規模が大きいほど熱心である。20 万人以上

の自治体では 8 割を超えた。「再生可能エネルギーの積極的活用」62%と最も高く、「環境教育並びに

教育普及活動の推進」48%、「森林・水・生態系の自然資源の保全と活用」43%、「低炭素型のライフス

タイルの普及」40%、「資源循環型コミュニティの推進」34%となった。温暖化対策推進の課題は、「予

算・資金の確保」80%、「専門人材の育成・確保」57%であり人材不足が指摘され、建築士の含む地域

の専門家の活躍できる場がある。2011 年 1 月以降の各自治体の大規模災害経験では、「水害関連（台

風、集中豪雨、洪水）」34%、「大規模地震」22%、「豪雪」12%、「原発事故による放射能被害」8%であ

る。気候変動に伴う被害予想は、「豪雨による水害･洪水の増加」82%、「農産物の収量や品質への影響」

75%、「異常高温や猛暑日の増加」64%、「野生動植物の生息環境の変化」49%、「巨大台風の増加」43%
であり、異常気象への危機意識が高い。20 万人以上の都市では「豪雨による水害･洪水の増加」や「異

常高温や猛暑日の増加」が 9 割を超える。「マラリアやウィルス等の感染リスク拡大」も 5 割を超え、

人口集中による被害拡大リスクが注視されている。気候変動対策は「とても必要」41%、「どちらかと

いえば必要」49%で、合わせて 9 割で適応策の必要性を指摘する。 
東日本大震災後にエネルギー政策における自治体の役割の認識は、「非常に高くなった」24%、「やや

高くなった」48%で、合わせて 72%になる。20 万人以上の都市は 88%である。災害復興では、温暖化

対策や低炭素型まちづくり手法の意向は、「とても必要」29%と「どちらかといえば必要」52%で合わ

せて 8 割超に達する。東日本大震災後の重視するエネルギー関連施策では、「省エネや節水の強化」

52%、「自家消費中心の小規模再エネ発電」36%で、「売電中心の大規模再エネ発電」10%に留まり、小

規模発電への関心の方が高い。「蓄電池を介した電気の効率的利用」25%、「暖房･給湯等の地域熱源の

再エネ化（木材等）」17%で、熱よりも電気への関心が高い傾向にある。 
温暖化対策、集中豪雨対策、グリーンインフラづくりなどでの地域の建築関係者の専門的な役割、行

政との協働的活動、コミュニティとの協働活動がより重要になってきている。 
 

■SDGs と建築・まちづくり 
SDGs の動きは、地域社会、企業、NPO・NGO の多様な主体の協働目標となる。かつ、建築・まち

づくりの視点からの SDGs は必至である。以下に、SDGs の 17 の目標とターゲットに関して、建築・

まちづくりに関係の深いと思われるものを抽出してみる。※１ 
目標 1.あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

1.2 貧困割合を半減 
1.5 貧困層、脆弱層への強靭性を構築、気候変動への脆弱性を軽減する 

目標 2.飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 
2.2 栄養不良解消 
2.4 持続可能な食料生産システム、強靭な農業、農業の災害適応、土壌質改良 

目標 3.あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 
3.2 新生児と５歳以下死亡率削減 
3.9 有害化学物質、大気、水質及び土壌の汚染による死亡、疾病を大幅削減 

目標 4.すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する 
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4.3 すべての人々が技術教育・職業教育、大学等の高等教育を受けられるようにする 
4.4 働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要な技能を備えた人を増やす 
4.7 誰でも持続可能開発促進に必要な知識及び技能を習得できるようにする 

目標 5.ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う 
5.4 無報酬の育児・介護や家事労働を認識・評価する 
5.5 政治経済公共分野での意思決定に女性の参画と平等な機会を確保 

目標 6.すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 
6.3 水汚染の減少、投棄の廃絶と有害な化学物・物質の放出の最小化で水質改善 
6.6 山地、森林、湿地、河川、帯水層、湖沼を含む水生態系の保護・回復 

目標 7.すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する 
7.2 世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大 
7.a エネルギー関連インフラとクリーンエネルギー技術への投資を促進 

目標 8.包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人

間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する 
8.2 高付加価値、労働集約型重点、多様化、技術向上、イノベーション、高い経済生産性 
8.3 中小零細企業設立成長奨励 雇用創出,起業,創造性,イノベーション支援開発重視型政策 
8.4 経済成長と環境悪化の分断 持続可能な消費と生産 10 年計画枠組みに従い 
8.5 同一労働同一賃金、働きがいがある人間らしい仕事 
8.9 持続可能な観光業促進政策 

目標 9.強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーショ

ンの推進を図る 
9.2 持続可能な産業化の促進（雇用と GDP に占める産業セクターの割合を増加） 
9.4 資源利用効率向上、クリーン技術の拡大、インフラ改良、産業改良により持続可能性向上、各国

能力に応じた取り組み 
目標 10.各国内及び各国間の不平等を是正する 

10.3 差別的な法律、政策、慣行を撤廃し、機会均等確保、成果の不平等を是正 
10.7 秩序ある安全で規則的かつ責任ある移住や流動性を促進する移民政策 

目標 11.包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する 
11.1 スラム改善：適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サービスへのアクセスを確保 
11.2 脆弱な立場の人々に特に配慮し、安全、安価で持続可能な輸送システムへのアクセスを提供 
11.3 包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住計画・管理の

能力を強化する 
11.4 文化遺産、自然遺産の保護・保全の努力を強化 
11.5 貧困層と脆弱な立場の人々の保護、災害死者被災者と経済損失の削減 
11.6 大気の質と廃棄物管理に特別の注意を払い、都市の環境上の悪影響を軽減 
11.7 緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供 

目標 12.持続可能な生産消費形態を確保する 
12.2 天然資源の持続可能な管理と効率的な利用を達成 
12.3 食料廃棄を半減 
12.4 LCA により化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に削減 
12.5 廃棄物発生の大幅削減 
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12.8 人々が持続可能な開発と自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識を持つ 
目標 13.気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

13.1 気候関連災害や自然災害に対する強靭性と適応の能力を強化 
13.3 気候変動の緩和、適応、影響軽減に関する教育、啓発、人的能力、制度機能を改善 

目標 14.持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 
14.1 富栄養化、陸上活動からの汚染など海洋汚染を防止、削減 
14.2 海洋、沿岸の生態系回復への取り組み 

目標 15.陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、

ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 
15.1 森林、湿地、山地、乾燥地など陸域生態系と内陸淡水生態系の保全、回復、持続可能な利用を

確保 
15.2 2020 年までに森林の持続可能な経営の実施を促進 
15.4 生物多様性を含む山地生態系の保全を確実に行う 

目標 16.持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提

供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する 
16.3 法の支配を促進し司法への平等なアクセスを提供 
16.7 対応的、包摂的、参加型および代表的な意思決定を確保 

目標 17.持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する 
17.7 途上国への環境に配慮した技術移転促進 
17.17 効果的な公民、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進 
SDGs の背景には、国際的視点がある。全世界での貧困対策、環境改変の伴う弱者として後発国等の

環境・社会・経済問題の解決が大きなテーマである。そのために、先進国といわれる日本等での対応に

関しては、より意識的に個々の目標の意味することを読み解き、かつ、その国での相対的課題として、

各分野での読み解きを進め、その分野での総合的な行動計画づくりに発展させていくことが求められ

る。 
 
■日本では SDGs 未来自治体の動向 
日本では、民間企業や NPO 団体で SDGs をテーマとした活動、仕事づくり、CSR が盛んに進めら

れつつある。環境と経済の好循環、地球環境・地域環境、地域社会、地域経済の持続可能性に寄与する

ための行動方針、多様な主体間の連携システムの開発等が提案され、実行されつつある。SDGs を意識

した企業活動、環境活動が一種のブームになりつつあることも確かである。この動きを単なる経済行

為のための一過性の活動とせず、より多元的な連帯、連携の上に、社会・経済・環境の三位一体的で地

域土着的な総合活動として発展していくことを期待したい。そのためにも、地域の自治体レベルでの

官民協働型の建築・まちづくりでの深化が問われる。 
日本政府は、内閣府を核として SDGs 未来都市認定とモデル都市支援事業を 2018 年度から開始し

ている。かつて、1992 年のリオ環境サミットの成果として、社会・経済・環境の「ローカルアジェン

ダ」づくりが世界的に進められ、北欧は熱心に行動計画づくりをローカルレベルで進めてきたが、日本

は、環境省を中心とした推進をしてきたが、全国的展開にはいたらず、大きな環境まちづくり行動に発

展しきれなかった。その反省の上に、より多くの自治体での SDGs 型まちづくりの発展が希求され、

単位士会の活躍の場となろう。 
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図１ 内閣府が認定した SDGs 未来都市 2018 年 内閣府資料※２ 

図２ 内閣府が認定した SDGs 未来都市 2019 年 内閣府資料※２ 
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■建築・まちづくりにおける建築士たちの SDGs 行動指針を考える 
個々の地域で活躍する建築士たちにとって、SDGs はどう位置付けられるのか。人口減少、高齢化、

経済のグローバリゼーションによる地域経済の縮小化・変節化等の厳しい社会、経済状況下で、地域で

の暮らしをより良くしていくために、かつ次世代につなげていく持続性のある建築やまちづくりを進

めるために、SDGs をどう組み組んだらよいのか。単位士会は、コミュニティ・アーキテクトとして、

長年地域での建築・まちづくりに熱心に取り組んできていると思う。町の建築・環境・景観づくりのプ

ロとして期待され、具体的な建築・町の環境づくりに SDGs の理念を組み込みより深化していくこと

を期待したい。 
以下に、試論として SDGs 行動指針試案を提示する。 

●建築士たちのための、SDGs 行動指針試案（糸長浩司試案） 
G1 建築士たちで、住まいとまち環境の貧困をなくそう 

・住まい環境、建築環境の貧困をなくそう 
・みんなが快適に住まい、町に暮らせるために行動しよう 

G2 建築士たちで、飢餓をなくし、食料安全を地産地消で進めよう 
・子ども達の栄養不良対策として、地域での「子ども食堂等」を推進しよう 
・国連の家族農業の推進に共鳴し、地産地消の地域食農推進のための建築・まちづくりを進めよう 

G3 建築士たちで、人口減少地域社会の中で、健康的で快適に生活と福祉に貢献しよう 
・人口減少、超高齢社会の中で、住宅、施設、都市、地域での、健康で安全な建築・まちづくりをす 

すめよう 
・ノーマライゼーションの建築・まちづくりを進めよう 
・室内空気汚染・大気汚染・水質汚染・土壌汚染のない健康な建築・まちづくりをしよう 

G4 建築士たちで、地球環境に配慮した建築・まちづくりの教育の場をつくろう 
・環境配慮型の建築・まちづくりのための学びの場をつくろう 
・質の高い教育施設の建設を進めよう 

G5 建築士たちで、ジェンダー平等、女性と女児が活躍できる場をつくろう 
・ジェンダー平等の多様な視点から建築・まちづくりの場づくりを進めよう 
・ジェンダー平等の視点からの建築・まちづくりの新たな形を提案しよう 

G6 建築士たちで、安全で持続可能な水の環境づくりを進めよう 
・汚染のない安全な水の利用できる建築・まちづくりをしよう 
・緑の保全、自然水路の維持再生等のグリーンインフラを整え、水の保全・循環・防水の総合的な視

点から建築・まちづくりをすすめよう 
・地域の伝統的で自然と調和した水生態系の保全と再生に貢献する建築・まちづくりを進めよう 

G7 建築士たちで、持続可能な地域再生可能エネルギーの普及を進めよう 
・地域の再生可能エネルギーを活用した建築・まちづくりに進めよう 
・省エネ、創エネ、活エネの建築・まちづくりを進めよう 

G8 建築士たちで、地域の持続可能な経済成長と働きがいのある建築・まちづくりに貢献しよう 
・地域の建築技能・技術の伝承とイノベーションを促進しよう 
・建築関連産業での労働条件の改善と若者の就労機会を促進しよう 
・地域のサステナブルツーリズムのための建築・まちづくりに進めよう 

G9 建築士たちは、レジリエントなインフラ構築、持続可能な地域産業促進、イノベーションをすすめ、

活気ある地域社会経済に貢献しよう 
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・持続可能な地域での建築関連産業の発展に貢献しよう 
・資源循環型、LCA 対応の建築・まちづくりに貢献しよう 
・地域資源を生かし、省エネ、低炭素型の建築・まちづくりのための、技術発展、イノベーションに

貢献し、地域社会経済の活性化を進めよう 
G10 建築士たちは、地域内、国内、及び各国間での不平等の是正に協力しよう 
・設計・建設関連労働条件の不平等を失くそう 
・建築関連産業への外国人労働者の適切な受け入れ、職業教育システムの推進に貢献しよう 

G11 建築士たちで、総合的でレジリエントな持続可能な居住環境づくり、まちづくりを進めよう 
・省エネで適切な住宅・建築づくり、まちづくりを進めよう 
・交通弱者に配慮し、ノーマライゼーションな交通環境づくりにすすめよう 
・居住者の参加による低炭素型まちづくりをすすめよう 
・地域の文化遺産、自然遺産を活用した活気あるまちづくりをすすめよう 
・減災、防災計画づくりに貢献し、復興時での低炭素型建築・まちづくりをすすめよう 
・地域の特徴を生かし、ヒートアイランド対策や異常気象に適応できる新しい建築・まちづくりに貢

献しよう 
・まちの緑の増進、自然水路づくり等、グリーンインフラづくりに寄与する、建築・まちづくりを進

めよう 
・地域の木質バイオマス等を活用した経済・社会・環境面での総合的な地域発展に貢献しよう 
・市民自身による自力建設、協同建設を専門的立場から支援しよう 

G12 建築士たちは、持続可能な建築生産と建築使用に貢献しよう 
・建築を造る側と使用する側の仲介役として持続可能で快適な建築づくりに貢献しよう 
・LCA の推進を意識した設計・建設・再利用を進めよう 
・建築における資源循環システムを進めよう 
・公共施設での木材建築を進めよう 
・環境調和型の住宅・建築でのライフスタイルの教育に貢献しよう 
・建築・まちづくりでの地域の再生可能エネルギーの普及を進めよう 

G13 建築士たちは、気候変動への適応及びその軽減のために貢献しよう 
・気候変動に適応する建築やまちづくりに貢献しよう 
・地域での防災計画づくりに貢献する。 
・気候変動の緩和や適応、影響軽減に関する建築・まちづくり教育・研究にしよう 

G14 建築士たちは、海洋資源の保全と海浜生態系の保全に貢献しよう 
・海洋汚染につながる建築素材の使用を避けよう 
・海岸地域の海洋生態系の保全に配慮した建築を進めよう 
・津波対策を含めた個々の地域での海洋建築技術開発に貢献しよう 

G15 建築士たちは、陸域生態系の配慮し、持続可能な森林の経営に寄与する建築・まちづくりを進め

よう 
・田園環境、景観に配慮した設計建築を進めよう 
・地域の森林資源の保全と活用に貢献する「川上と川下」をつなぐ木造建築を進めよう 
・木材の放射能汚染、化学物質汚染に配慮した健全な建材の使用を進めよう 

G16 建築士たちは、建築・まちづくりに関する公正と専門家としての説明責任を果たそう 
・設計建築産業におけるコンプライアンスを進めよう 
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・建築環境性能の説明、設計建築に伴う瑕疵や事故への説明と責任を、市民に対して果たそう 
・設計建築での収賄のない公正な建築関連産業を育てよう 
・市民に対して、建築設計・建設に関する的確な情報を提供しよう 

G17 建築士たちは、国内外での多様な関係者とのパートナーシップを進めよう 
・国内、地域での建築・まちづくりの多様なステークホルダーとのパートナーシップを築こう 
・途上国の建築士関連団体と協力し、ODA 等を活用し環境配慮型、脱炭素型の建築・まちづくりに

貢献しよう 
SDGs のＳは、SUSTAINABLE のＳである。持続可能性を追及することである。少子化、過疎化、

高齢化の進む地方において、持続性のある建築とまちづくりは重要で早急に回答が求められるテーマ

でもある。建築空間、建築を取り巻く環境の再生、再創造により、地域の人々が次世代を含めてより豊

かで充実し、生き生きとした生活、営みができる道筋を作り出していくことに、建築のプロとしてどう

関わるのか、あるいは、地域に生きる生活者としてどう関わるのか、あるいは、建築のプロ集団、職能

集団として SDGs の視点から地域社会に貢献していく理念を確立し、その手法、取組が期待されてい

る。この環境部会でのシンポジウムがその一助になることを期待し、パネラーの実践的な報告を受け、

フロアーとの活発な討論を進めていきたい。 
 
 
※１「SDGs の 17 の目標とターゲット（抽出）」 
参考：「外務省 HP」JAPAN SDGs Action Platform、

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html 
尚、ターゲットの抽出に関しては、「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ 仮訳」を下

に、外岡豊（埼玉大学名誉教授）が簡略化した資料から糸長が抽出した（参考文献 参照）。 
 

※２「内閣府が認定した SDGs 未来都市」 
出典：「内閣府地方創生推進事務局 HP」https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kankyo/index.html 

「2018 年度 SDGs 未来都市及び自治体 SDGs モデル事業の選定について」 
「2019 年度 SDGs 未来都市及び自治体 SDGs モデル事業の選定について」 

 
参考文献 糸長浩司監修、『SDGs 未来を変える１７の目標とまちづくり』、BIOCITY 78 号、

2019 年 4 月 
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建築士とＡＩ（人工知能）との付き合い方 

－ 映える建築士のデバイス活用術 － 

〔 配布資料 〕 

ＱＲコードから本日の資料をダウンロード 

本日の配布資料はこちらのＱＲコードからも 

ダウンロードできます 

■趣旨説明

“ＡＩ（人工知能）” 

身近なところではスマートフォンのアシスタントなど今では広く様々な分野にＡＩが活用されています。 

今回の情報部セッションではこの“ＡＩ（人工知能）”を切り口に、昨今大きな問題となりつつある  

「人材不足」の原因を今一度考え、これからの建築士業務について、新しい目線での方向を見出す 

一助となるセッションを開催いたします。 

特に今回は一方的な情報発信の場でなく地域の現状と課題、諸問題に対する解決策の共有、また作業 

効率を上げるためのデバイス活用例等を紹介し、人材不足を解消する方法を考える場と致します。 

「人材不足」は果たして問題であるか？について考えると共に改めて建築士としての職能、地域社会 

への貢献について再考・再認識しながら、今後の活動に活かせる情報共有を参加者の皆様と共に出来 

ればと考えています。 

＜情報部会メンバー＞  ＜北海道建築士会 サポートメンバー＞ 

部会長：大石 佳知（岐阜） 担当副委員長 本間恵美  

部会員：田中 克之（大阪）   原 一彦  （旭川支部 ） 

中田 充謙（長野） 秡川 正人 （旭川支部 ） 

佐藤 直子（東京） 鈴木 稔   （室蘭支部 ） 

安田 和人（兵庫） 箱田 良一 （函館支部 ） 

タイムスケジュール 

10：00 情報部会セッション開演 

10：10 AI に関するアンケート報告 

 BIM・ソフトウェアの紹介 

10：45 使えるツール等の説明 

11：30 参加者参加型ディスカッション 

11：50 情報部会セッション閉会（予定） 

建築士会全国大会  北海道大会 情報部会セッション
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【AI とは何か】 

AI＝Artificial（人工的な）intelligence（知能） 

AI（人工知能）とは、「計算（computation）という概念と「コンピュータ（computer）」 

という道具を用いて「知能」を研究する計算機科学（computer science）の一分野」を指 

す語。「言語の理解や推論、問題解決などの知的行動を人間に変わってコンピュータに行わ 

せる技術」または「計算機（コンピューター）による知的な情報処理システムの設計や実現 

に関する研究分野」ともされる。                 ～ウィキペディアより引用～ 

【AI という定義】  

※現時点でも「AI に関する明確な定義」は具体的に定まっていない。 

【AI と共に理解すべきキーワード】 

◆IoT（Internet Of Things）＝人間でいう「目・耳」の役割。機器による外部情報の収集。 

◆ビッグデータ ＝人間でいう「記憶」。この情報を基に AI（思考決定）される。 

◆ロボティクス ＝人間でいう「手・脚」。思考決定を基に行動に移す。 

↓ 

AI と共に他 3 要素の技術革新が必要 

【AI の発展による社会の変化】 

◆2017 年に内閣府が発表した科学技術基本計画 「Society5.0 の実現を目標」 

・（3）Society 5.0 

このようなデジタル化が進んだ社会像として Society5.0 がある。Society 5.0 は、内閣府の第 5

期科学技術基本計画において、我が国が目指すべき未来社会の姿として提唱されたものである。 

これまでの狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、

情報社会（Society 4.0）に続く、「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を 

高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会

（Society）」とされる。 

建築士会全国大会  北海道大会 情報部会セッション
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【 Society 5.0】 

これまでの情報社会（Society 4.0）では、社会での情報共有が不十分であったが、Society 5.0

で実現する社会では、「IoT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情

報が共有され、今までにない新たな価値を生み出すことで、これらの課題や困難を克服します。ま

た、人工知能（AI）により、必要な情報が必要な時に提供されるようになり、ロボットや自動走行

車などの技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差などの課題が克服されます。社会の変革

（イノベーション）を通じて、これまでの閉塞感を打破し、希望の持てる社会、世代を超えて互い

に尊重し合あえる社会、一人一人が快適で活躍できる社会となります。」とあり、AI、IoT 化といっ

たデジタル化の進展による全体最適の結果、社会課題解決や新たな価値創造をもたらす可能性を指

摘している。                           ～総務省 HP より引用～

【AI の歴史】 

【身近にある AI 技術】 

◆重要なのは「現実社会（フィジカル空間）と仮想的世界（サイバー空間）の連動」 

例 1）交通情報と信号機などの制御による交通インフラのコントロール 

現実での道路上での情報（交通カメラ・車載 GPS＝IoT）＝センシング 

⇒検知したデータを AI により分析（仮想世界での推測）

⇒信号機の制御等（ロボティクス）

例 2）言語認識による情報分析 

 ・Siri による情報解析と IoT との連動 

例 3）画像認識による情報解析と推測 

・携帯アプリ「SNOW」による美肌予測写真 

 ・テーマパーク等での顔認証セキュリティ 

例 4）推論を基に行われる情報解析 

・Google 等での検索広告の適正化（ニーズの推測） 

・Amazon 等での類似商品の推測提示 

建築士会全国大会  北海道大会 情報部会セッション



― 90 ―

・アルファ碁 

※元囲碁世界チャンピオンに勝利したアルファ碁は通常の CPU の 100 倍近い早い計算速度 

 を持つ GPU を 50 個使用し 3 週間を要した 

。→この時間が対人間として早いのか？遅いのか？ 

【AI では対応できないケースもある】 

ケース 1）事象自体に法則性がない無作為に行われる行為 

・ナンバーズ等の当選番号予測 

 ・CM 数による売り上げ等の予測 

ケース 2）情報量の少ない行為、間違った情報として記録された事象 

【専門的技術業務を支援する AI】 

◆RPA（Robotic Process Automation）技術 

＝定型的な作業をソフトウェアロボットが代行する技術 

◆レコメンデーション（お勧め）  

＝動画サイト等のレコメントによる閲覧数の向上 

 ＝Spotify、Houzz など、好みに応じた商品提示による販売促進等 

◆信用スコアリング 

＝個人的な行動情報を基にスコアリングされ、信用情報として取り扱われる 

→個人情報の流出等に懸念があるが現在は研究が進む 

【AI との付き合い方】 

◆働き方改革と AI との連動 

・2014 年オックスフォード大学マイケル・オズボーン准教授による「20 年内にはアメリカ 

国内の仕事の 47％が AI に置き換わる」という予測を発表 

→上記の予測には「仕事に要求されるタスク（梱包などの美的センス・販売促進のポップ 

作成・天気季節に応じた商品配列等の検討）」などを考慮されていなく、実際には大幅な 

 仕事の置き換えはないものとしての見解が主流 

◆これまでに蓄積されたビッグデータの整理と活用・共有 

・AI は先に記したように「IoT による情報収集があり、そのビッグデータを基にした解析を 

行う」ものであり、データが少ないと活用しがたいものとなる。 

建築に関してはこれまでの事故事例等の集積と分析、顧客ニーズの分析等に AI を活用でき 

れば人材不足等の問題を補助することが可能であり、情報共有がしやすくなる。 

◆「群」から「個」の時代へ 

・AI（人工知能）の解析による判断基準が主流となる中で、集団意識での判断から個々の判断 

がたやすくなる時代となる。正しい情報であるかどうか？を人の意見より早く AI 分析等で知 

ることができる時代になる中で、個々の技術情報をより世間に提供し、正確な技術提供を行 

う必要があると考える。そのための活用ソフトウェアを熟知し活用していくことが、今後の 

社会にて求められる一つのスキルとなる。 
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コラボレーションツール 

SLACK はプロジェクトの立ち上げから予算についての話し合いまで、チームのメンバーが連携しなが

ら仕事を進めるビジネスコラボレーションハブです。 

一般的なチャットツールと違い、プロジェクトごとに設定したチャンネルの中で担当者とチャットするこ

とができるので、アイデアを共有し、あとからその履歴を容易に確認することができます。また、部門ご

とにワークスペースを設定すれば、会社の部門やグループ単位で運用できます。ファイルの共有や他のツ

ールとの連携にも優れています。 

フリープランではメッセージの閲覧や検索が 10､000 件、ファイルストレージが 5GB に制限（上限

に達すると古いファイルがアーカイブされる）、そして連携できるアプリケーションが 10 件に制限され

ます。しかし、それでも十分活用が可能なツールです。 

建築士会全国大会  北海道大会 情報部会セッション
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タスク管理 

Asana はチームの目標やプロジェクト、毎日のタスク管理を助け、ビジネスの成長を加速させる業務

管理プラットフォームです。 

プロジェクトごとやタスクごとに進捗を管理することができます。スタッフに「この仕事やってくれ

た？」と聞くことがなくなります。Slack と連携すれば、Slack のチャンネルから直接タスクを登録する

ことができます。無料版でもプロジェクトやタスクの数に制限はありません。15 人以上のチームでは有

料版が必要でガンチャートの表示などが可能となります。 

クラウドストレージ 

すべてのファイル(メモ、文書、プレゼン資料、動画など)をクラウドでセキュアに編集できるため、誰と

でも簡単にコラボレーションできます。 

Slack と連携すれば、チャンネルにファイルをインポートすることが可能です。 

リモートデスクトップアクセスソリューション 

TeamViewer はリモートデスクトップ、デスクトップ共有、オンライン会議、Web セミナー、 コンピュ

ータ間のファイル転送用の独自のコンピュータソフトウェアパッケージです。 

リモートでデバイスをコントロールできます。つまりこのソフトウェアを通して接続先のパソコンを操作

することができます。ソフトウェアのインストールやソフトウェアそのものを操作することができます。

接続先のパソコンの画面を見られるので、リモートワークの進捗確認などの使い道が考えられます。 

なお、個人ユーザー（学生または私用目的）は無料です。 
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BIMソフトウェア ＋ Unreal Engine ＋ VRヘッドセット（Daydream） 

バーチャルリアリティは、上記のような専用画像を専用ツールとスマートホンで見る立体視の仕組みです。

設計者の意図を容易に施主に伝えられるので、BIM ソフトウェアとヘッドセットを用いた VR プレゼンテ

ーションが一般的になってきました。BIM と専用のワークステーションと組み合わせて VR を表示させる

こともできるようになり、ますます VR が注目されることが予想されます。 

一方、BIM ソフトウェアを介して生成したデータ（FBX データ等）を Unreal Engine で再構築すれば、

VR 用に作られた Daydream 対応の Android スマートホンと専用コントローラーを使って、モデルの中

を自由に行き来することができる VR データを作ることが可能です。 
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歴史まちづくりセッション／第 7 回 全国ヘリテージマネージャー大会プログラム 
 

テーマ 「歴史的建物を使い続ける ～持続する地域・まちづくり～」 

趣 旨  
 地域の歴史を物語る建物が、地域には必ず存在します。歴史的な建物は、その場所の履歴を語っ

ているともいえます。歴史的な建物は、建物そのものの魅力だけでなく、その場所、そのまちの魅

力にもつながっています。それらの建物は使い続けることによって、その場所の存在が生かされ、

建物が立つ地域が生かされていきます。そして使い続ける建物には、使い続ける人々との実にいい

関係が存在するのです。 
 「使い続ける」をキーワードに、建物と人々、建物と地域、まちとのつながりを考え、生かされ

持続していく地域やまちについて掘り下げてみたいと思います。 
 使い続けるために何が必要だったか、何が大切だったか。使い続けることがなぜ可能になったか。

どのようなことを克服したから使い続けることができたか。使い続けることで何が見えてきたか。

これからも使い続けていくために何が重要か。 
 建物を人にたとえれば、建物を使い続けるということは、人がずっと生き続けるということ、生

命の血が流れているということです。建物に血が流れているということは、建物を使う人々が常に

いて、人々がそのなかで活動し続けていくということです。 
 北の大地でずっと使い続けている住宅、学校や倉庫、洋館。それらの生きられている建物ととも

に、地域やまちの生き様をも照射したいと思います。 
  
1. 日 時 令和元年 9 月 21 日（土）10:00～12:00 

 
2. 会 場 花びしホテル 2F 芙蓉の間（約 300 名） 
   
3. 内 容 

司会 松竹昭彦 歴史まちづくり部会長 
 ■開会挨拶 協議会運営委員長 後藤 治（3 分） 
  
 ■趣旨説明 協議会副委員長  塩見 寛（5 分） 
 
 ■パネルディスカッション 
       コーディネーター 後藤 治 協議会運営委員長 

〇（道北）「国境のまち 稚内の歴史的建造物の保存とまちづくり」（15 分） 

／稚内市歴史・まち研究会会長・北海道建築士会宗谷支部賛助会員  富田 伸司 氏 

 

〇（道東）「中標津（なかしべつ）・伝成館とまちづくりについて」（15 分） 

／北海道建築士会中標津支部 支部長 佐々木 優 氏 

 

〇（道東）『帯広・重文指定「旧双葉幼稚園園舎」とまちづくりについて」（15 分） 

／ヘリテージマネージャー／NPO 法人双葉の露 事務局理事 川村 善規 氏 

 

〇（道南）『函館西部地区  暮らしの中の歴史的建築物』（15 分） 

／ヘリテージマネージャー／合同会社 富樫雅行建築設計事務所 富樫 雅行 氏 

 

〇 意見交換（45 分） 

 

■今後の展望について 協議会副委員長 沢田 伸（5 分） 
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パネルディスカッションの概要 

〇（道北）「国境のまち 稚内の歴史的建造物の保存とまちづくり」（15 分） 

／稚内市歴史・まち研究会会長・北海道建築士会宗谷支部賛助会員 富田 伸司 氏 

参考ＵＲＬ： 

https://rekishi-machi.hatenablog.com/ 

https://www.facebook.com/%E7%A8%9A%E5%86%85%E5%B8%82%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E3%81%B

E%E3%81%A1%E7%A0%94%E7%A9%B6%E4%BC%9A-187070408417112/ 

 

 

〇（道東）「中標津（なかしべつ）・伝成館とまちづくりについて」（15 分） 

／ 北海道建築士会 中標津支部 支部長佐々木 優 氏 

↓合同での発表となる場合あり（次第としては、1名としておく） 

（北海道ヘリテージ・コーディネーター NPO 法人旧小熊邸倶楽部 理事長）東田 秀美 

 

参考ＵＲＬ：https://denseikan.exblog.jp/ 

 

1、旧北海道農事試験場根室支場を建設した背景と歴史 

2、庁舎取り壊しと保存運動 

3、NPO 法人伝成館まちづくり協議会発足 

4、登録有形文化財登録 

5、伝成館とまちづくり 

 

 

〇（道東）『帯広・重文指定「旧双葉幼稚園園舎」とまちづくりについて」（15 分） 

／ヘリテージマネージャー／NPO 法人双葉の露 事務局理事 川村 善規 氏 

参考ＵＲＬ：https://futabanotuyu.com/ 

  

1. 重要文化財「旧双葉幼稚園園舎」の概要 

2. 重文までの経緯 

3. 管理運営の現状 

4. 帯広の建造物文化財の現状 

配布資料としてはパワポ６コマ程度 

 

〇（道南）『函館西部地区  暮らしの中の歴史的建築物』（15 分） 

／ヘリテージマネージャー／合同会社 富樫雅行建築設計事務所 富樫 雅行 氏 

 

参考ＵＲＬ： 
古民家再生：http://togashimasayuki.info/portfolio/常盤坂の家/ 
復元：http://togashimasayuki.info/portfolio/旧松橋商店リノベーション/ 
復元：http://togashimasayuki.info/portfolio/箱館-カネサ-佐々木邸（-旧北昇電気リノベー

ショ/ 
修景（新築）：http://togashimasayuki.info/portfolio/日和坂の家/ 
大三坂ビルヂング再生： https://readyfor.jp/projects/hakodate 
の５件をご紹介する。 
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「国境のまち 稚内の歴史的建造物の保存とまちづくり」

／稚内市歴史・まち研究会 富田 伸司

平成１４～１５年に、稚内市は建築学会に依頼し、市内の建物の調査を行いました。その結果、稚内市内に１５０

もの歴史的建造物があることが分かり、稚内の建築士会を中心に、それらの建造物の保存・活用をはかれないかと設

立したのが「稚内市歴史・まち研究会」です。

主な建造物には、稚内港にある北防波堤ドームや、明治時代に建てられた海軍の望楼などがありますが、稚内で特

徴的なのは「国境のまち」ならではの建造物が多いことです。この地域は江戸時代からすでに国境のまちであり、対

ロシアの警備のために津軽藩や会津藩の藩士が駐屯し、過酷な気象条件の下、大変な苦労をしています。

明治時代になると、これも対ロシアのために、軍の施設が建てられました。最北端の宗谷岬に、ロシア・バルチッ

ク艦隊の監視のため、海軍の望楼が明治３５年に建造されています。昭和に入っても、海軍の受信所と送信所が市街

地と恵北地区に建設されました。このうち、恵北に建てられた「海軍大湊通信隊稚内分遣隊幕別送信所」は、２７０

坪（Ａ棟）、１４４坪（Ｂ棟）、２２坪（Ｃ棟）の３棟からなるれんが造の建物で、この調査で明らかになる前は、ほ

とんど市民に知られることも無く、年々朽ちていくばかりの建物でした。

我々は、この送信所を「赤れんが通信所」と呼ぶことにして、まず保存活動を始めることにしました。とは言って

も、大きな２棟に手をつけることは難しかったため、１番小さなＣ棟から始めました。

この棟の屋根も大半が落ちてしまっていましたが、幸い小屋組みが鉄骨であったため、平成１８年に野地板を修復

し、翌１９年には稚内の板金組合さんにお願いして、ボランティアで屋根を葺いてもらいました。

ちなみにこの屋根の葺き方は、「ひし葺き」と言われるもので、若い職人さんは経験が無く、年配の職人さんが教

えながら葺いてくれました。さらに平成２０年には、大工組合と建具組合さんが、窓と戸を修復してくれました。

これらの修復作業は、すべてボランティアでやって頂き、小さな棟だけではありますが、見事に修復されました。

修復作業と同時に、この建物周辺に桜の植樹をしたり、「宗谷防人物語」と題して、この地域の歴史を学ぶ講座を

開催する活動も行っていました。しかし、平成２５年。その冬の大雪のため、Ｂ棟の屋根の半分が崩落してしまいま

した。昭和１６年に建てられたＢ棟は、屋根の小屋組みが木で出来ており、大雪の重みに耐えかねて崩落したものと

思われます。

我々にとってもショッキングな出来事でありましたが、そのときにある募集が目を引きました。

北海道の太陽財団というところが、道内のボランティア団体に最大１千万円の助成を行うというものです。

なんと幸運にもこの助成が決定し、今年の５月からＢ棟の崩れた屋根材を撤去し、傾いたれんがの壁を鉄骨で補強

することが出来ました。

今後は残った小屋組みを再利用し、Ｂ棟の望楼周辺の屋根を復元することを目的に、クラウドファンディングを実

行しようと計画しています。

旧海軍大湊通信隊稚内分遣隊幕別送信所 

（写真左手がＡ棟、正面がＢ棟） 

C棟 屋根部分修復完了 平成 19年 
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函館西部地区　暮らしの中の歴史的建築物　　　北海道建築士会　函館支部　合同会社富樫雅行建築設計事務所

常盤坂の家

港の庵（旧松橋商店）

丸又　和田商店

BOTAN（旧暮雪餅）

before
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日和坂の家

ANDUEX HOUSE

SMALL TOWN HOSTEL She told me

大三坂ビルヂング
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函館YWCA会館

加藤くんのリノベーション

Cafe' Plantar （旧函館ドック外人住宅）

箱館カネサ　佐々木邸（旧北昇電気）

蔵に暮らすリノベーション（gallary ICHIGoICHIe）

ごはん　おやつ　シプル

カルチャーセンター臥牛館（旧大森海産店）
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